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第1章 問題の所在と研究の目的
第1節 問題の所在
1。 日本における国際協力活動の現状 :
近年、世界的な動向として「グローバノイヒ」、「国際化」の進行が著しいことは言
うまでもないが、地理的な環境要因や経済的な安定が比較的得られている日本では
多文化への兆しは他の先進国に比べ緩やかである。しかし、障害者権利条約の前文
では、「あらゆる国における障害者の生活条件を改善するための国際協力が重要」1)
だと記さており先進国の一つである日本にもその役害Jが求められている。そのよう
な世界的動向を受け日本政府は、第二ODA改革懇談会の中間報告会において、「国民
によるODA活動への参画が不可欠だ」2)と述べている。つまり、図1-2からも見受
けられるように、国民が国際社会で一躍を担う存在となること、またそうした人材
を育成することが求められている。
その一方で、図1-3や図卜4に示されるように、海タトヘの留学やボランティアに
渡航する学生は、2008年のリー マンショックにより世界的に経済的不況から就職に
苦慮する若者が増加し、海外での活動者は2007年の半数にまで激減した。その要
因としては図卜1にあるように、就職への困難さが大きな課題となっている。この
ような背景に加え、2011年に起きた東日本大震災による国内情勢の不安定さがそれ
を更に加速させた要因として考えられる。2012年度の新社会人を対象とした内閣府
の調査では「若者の内向思考は増加している」4)と示唆されており、国際社会で活
動する人材の輩出が日本の大きな課題である。
就職活動への
不利益
海外留学を見送る要因
『東京大学国際化白書」(2009年3月・東京大学)より
余 分 な 学 費
―
   (2)締※複数回答
①就職 g.家族の
h.仲間の参加の度合し
i.自身の語学
j_その
図1-1 海外留学を見送る要因3)
海 外 拠 点 の 設 置・ 運 営 に あ た っ て の 課 題
特 に課題 はな い
グ ロー バ ル 化 を推 進 す る
国 内 人 材 の確 保・育 成
グローバルに通用する製品 ‐サー ビスの開発
グローバル化に必要な資金の確保
グローバルでの経営理念・ ビジョンの徹底
グローバルでの制度や仕組みの共通化
進出先国の法制度、マーケ ッ ト等についての情
報
その他
無回答
出典 )経済 産 業 省
「グ ロー パ ル 人 材 育 成 に関す るアンケー ト調 査 」(2010年3月)
アンケー ト回 答 企 業 :259社(上場 企 業 201社、非 上 場 企 業 58社)
図1■ 海外拠点の設置・運営にあたつての課題→
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出典 )学校 法 人産 業 能準 大学「第4回新 入社 員 のグ ロー バ ル意 識 調 査 」(2010年フ
3Aに1人
2Aに 1人
図1-3 新入社員のグロー バル意識5)
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2。 ①ボランティアの意義
ボランティアとは、一般的に「自発的な意志に基づき他人や社会に貢献する行為」
を指す7)とされる。
またボランティアは「直接的経験を広げ深め、座学との接′点を見出す仕掛け」と
もいわれる。その中でも、国際協力や平和、人権分野における活動は、「企画・調整
能力」「キャリアビジョン」「問題解決能力」といった将来設計につながる技術や技
能、思考を得ることが出来る8)。
ボランティア経験に関する柴田の研究9)では、大学生の約半数が経験ありと回答
し、経験者の約8割が「進路への影響はある」と回答した。活動分野で多いのは「障
害児・者支援」、「国際交流・国際協力」、「児童福祉」の順である。その活動で得た
成果について1°)は、「感謝」と「楽しさ」を最も多くあげ、次いで「身近な地域ヘ
の関心」「「出会い」「社会への理解」が約60%前後となっている。
また、ボランティア経験の有無により、社会的外向性や支酉己陛、表出コミュニケ
ーション能力、充実気分は経験なし群よりも経験あり群の方が有意に高い結果が示
された11)。このように、ボランティアは社会や他者への貢献のみならず活動者自身
の成長や視野を広げる機会となり図1-5に示されるように精神的充実をもたらすも
のであることから、相互的に意義のある活動である。
4
第I-1-22図精神的充実をもたらすボランティア活動
(社幅)全国社会福祉協議会「全国ボランテイア活動著実艦同査報告書」 (1988年)lCより作
成.
「これまでoボランテイア活動を通じて、良かった点はありますか。歌の中から当てはまる番
号にいくつでもOをつけて下さい。」という間に
'1け
る回答者の害1合帥 口答)。
回搬 上記以外に「無回答」が1.30/●、「その他」が1.60/Q『特にない」が1.2‰
劃直は、団体所属活動者3,193A、個人での活動者340人の合計4,041人に占める回答者の害1合.
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図15 「全国ボランティア活動者実態調査報告書」より精神的充実をもたらす
ボランティア活動について12)
②国際ボランティアの重要性
近年、国連のような国家間が共同して行う国際協力組織をはじめ、政府によるODA
活動など多数の国際協力団体が組織され、国際協力が盛んになっている。国際協力
を通じて発展途上国や紛争国の支援を行うことは、世界平和に向けた活動のみなら
ず、社会全体の利益にも結びつくものである。また、国際協力活動は、社会全体の
みならず、ボランティア個人に対しても利益をもたらすとされる13)。
また、池田は国際ボランティアの活動を、机を離れたフィール ドワークであると
し、現地を知り、ボランティア自らが得た学びを自国に持ち帰ることの影響力を「草
の根ブーメラン効果」0と記した。
3.ドイツ国際平和村の概要
ドイツ国際平和村(以下、平和村と表記)は1967年、第3次中東戦争がきっかけとな
り、戦争や紛争などにより負傷したり、障害を負ったりしているが現地で治療を受け
られずにいる子ども達の治療支援を行 うことを目的として、ドイツ北部のオーバーハ
ウゼン市に設立された非営利団体である。
本研修の対象である平和村は、1996年度より多数の日本人ボランティアが無償で活
動に参加している。2013年までに160人以上が活動に参加しており、筆者もその一人
である。そして、紛争や貧困という深刻な国際問題に直面している人々との関わりか
ら、自身を含め平和村のボランティアが国際理解を深め、今後のライフスタイルに大
きな影響を受ける活動であると考えられた。
また、運営は、寄付金と会員の会費によつてまかなわれ、長年にわたり多くの発展
途上国を継続的に支援し、これまでに68カ国で支援活動を行ってきている。その功績
はドイツ国内外から高く評価され続けており、国境なき医師団などの緊急要請を受け
入れるなど多数の団体や現地の住民らとの連携も非常に充実している。またドイツ国
内にある病院が無償で治療に協力をしている。移動には公共交通機関が無料で利用を
許可してくれることや、地域の住民による多くの登録ボランティアの存在など地域の
理解も得られている。
こうして安定した組織運営のもと多数の国で支援を展開し、現地では治療が困難な
状態にある子ども達の受け入れ数は数千人規模にのばる。
団体設立当初は、数人のドイツ市民から始まった活動であるが、2011年度の収入総
額は約9億円にのばり、紛争国や発展途上国において現地のニユズに寄り添う形で支
援を展開してきた実績のある団体であることから本研究の対象として取り上げる。
現在の平和村における活動内容は、主に三つの柱からなる。
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一つ目は、母国で治療を受ける事がで
きなしY怪我や病気を負つた子ども達をド
イツで治療する活動である。 原則とし
て2歳から11歳の子どもが対象である。
現地において診療を行つた後、怪我や
病気の状態はすぐにドイツにある本部に
伝えられ、渡独の手配や搬送する病院と
の交渉を行つている。渡独後にそのまま
病院に搬送可能な場合は、赤十字隊や病
院関係者の協力のもと病院にて処  出典1)ドイツ国際平和村一平和村スタッフと医療
置が施される。また、怪我の状態や 関係者が ドイツ到着力後の子どもを搬送する様子
搬送先の事情に寄り、渡独後一時的
に平和村において経過を観察しながら
病院への協力要請をして、経過観察が必
要であると判断された子ども達は、平和
村で生活をしながら治療を待つ。 平和
村施設においては、帰国後の生活のため
のリハビリや木工作業、菜園づくり、裁
縫、料理、学びの場における母国語や算
数0地理などの技術や知識の習得も行
つている。
二つ日の活動は、子ども達の母国に
出典 2)ドイツ国際平和村―現地に診療所を設置
し、検診やワクチン接種などの支援を行う様子
おける医療状況を改善する活動である(出期 より)。
活動内容としては、紛争で被害を受けた地域や貧困等の危機に瀕した地域における、
医療的ケアの向上を目指した援助活動、平和村施設・基礎健康センタ ・ー診療センタ
・ー義足作業場などを建設し、現地スタッフの技術向上、資金面などの支援を行つて
いる。現地の支援団体への協力などにより、現地の住民たちにより運営する形を主に
行っている。ベトナムは、既に独立し、現地の団体による運営がなされている。  ・
=つ日は、多くの人に平和について考
えてもらう為の平和教育活動である。
1986年から始められており、年間50から
60のグループがこのセミナーに参加して
交流を深めている。活動目的は、参加者
に平和村の活動や子ども達の母国につい
て知ってもらうことや、子ども達との交
流を通して平和への意識を高めることで
ある。
4.平和村にくる子どもの状況
平和村は常時、約250人の子どもを受け入れている。2007年には1年間で合計15カ
国から1186人の子ども達を援助 した。受け入れている子ども達の主な症状は、骨髄炎
症・火傷・先天性内臓疾患・骨折の変形治癒、形成異常、地雷による怪我などである。
2013年度現在、受け入れている子どもの国はアンゴラ0アフガニスタン0タジキス
タン・ウズベキズタン・グルジア・アルメニア・ガンビア・キルギスの8カ国である。
平和村が受け入れる子ども達には4つの条件があり、その条件をクリアした子ども
達をドイツに運び、病院の協力を得て治療し、半年から数年間、平和村の施設でリハ
ビリをしている。
出典3)ドイツ国際平和帥 教育部門
によるセミナーの様子
4つの条件とは、
① 母国ではその子どもに必要な治療ができないこと
② ヨー ロッパでの治療で治る見込みがあること
③ 治療後の子どもの帰国が家族や国によつて保証されていること
④ 貧困家庭の子どもを優先
である。
5。 平和村と日本の関係
日本では1999年にテレビで取り上げられて以来、10億円以上の募金が集まっている。
また日本からのボランティア希望者が殺到したことから、一定の資格要件を満たすこ
とで年間10数名を住み込みのボランティアとして受け入れている。
その要件は、
① 6ヶ月から1年までの滞在が可能であること
② 一定のドイツ語能力があること
③ 他の研修生との共同生活、共同部屋であることへの理解
④ 18歳以上であること
⑤ AOB型肝炎の抗体を保持していること
⑥ 健康で体力のあること
⑦ ドイツ国際平和村では、プラクティカント(研修生 0実習生)という立場になり、
職員と同じように仕事を行なうことへの理解
とされている。
日本人のボランティアにはドイツ政府より特例として「平和村ビザ」の取得が認め
られている。現在までに160名以上が活動に参加した。また、日本人のボランティア
は、平和村敷地内にあるボランティア専用の宿舎において他国のボランティアと共同
生活を送ることになっている。ボランティアの生活面においては、日用品や賞味期限
の近い食品などが世界各地から寄付されていて、その中で子ども達に与えることの出
来ないものを支給してもらうことができる。
第2節 研究の目的
本研究では、国際協力活動がボランティア個人に対しどのような利益をもたらす
のか、活動者の内面的変化について、活動前 0後の変容を自己認識することを目的
とした。これまで活動報告という形で国際ボランティアを取り上げた論文は多くあ
るが、海外ボランティアが活動によりどのような自己変容をもたらすのか明ら力ヽ こ
なっていない。また日本国内のボランティア活動による自己変容については、柴田
(200のによる学生のボランティア活動における学びに関する研究により、国際協力
や平和、人権分野における活動が、「企画・調整能力」「キャリアビジョン」「問題解
決能力」といつた学生自身の将来設計の描きに影響を与えるような技術や技能、思
考を得ることにつながることを示唆している9。 また、国際協力や平和、人権分野
への関心は、必ずしも海外フィー ルドでの活動を意味するものではなく、国内の身
近な地域の「内なる国際化」や識字といった暮らしに根ざした問題と結びつきやす
いという調査結果を示している16)。このことからも国際協力活動に参加することは、
社会とボランティア個人にとつて相互的に意義のある活動であると考えられる。本
研究では、ボランティア者にとつてどのような変化を与えるのか、国際ボランティ
アを経験した活動者の内面的変化について学生と社会人を研究対象とする。
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第2章 ドイツ国際平嗣団彰劫日姓 じた自己:舞容に関するイン
タビュー調査
1 方法
平和村のボランティア活動に参加し、帰国した日本人5人に対し、活動前後の心
理的または行動的変化についてそれぞれインタビュニを行つた。インタビューは非
構造的面接の形で行った。会話は、合意を得てICレコーダニに録音し、その後逐
語録を作成し、分析を行った。
また、分析にはカテゴリー 分類を用い、大学院生2名の協力を得て行つた。
質問した内容は以下の8点である。
① 平和村に行く動機
② ボランティアに行く前後の性格の変化
③ 平和村のイメージ
④ 障害者問題に対するイメー ジ
⑤ 平和村の子供のイメー ジ
⑥ 国際理解や国際問題に対する興味・関心の変化
⑦ ボランティア活動のイメー ジの変化
③ ボランティ.ア活動終了後の進路
2 結果
表21から表28は、平和村においてボランティアを行つた日本人に対しイン
タビューを行つた内容を文章化し項目毎にまとめたものである。A～Eの記号はイ
ンタビューの回答者を記号で表記したものである。
?
?
?
?
① 平和村に行く動機
Aは、平和村にいくことが夢であり目標であったが、活動後は海外ボランティア
経験をアピールし、その行動力を評価され大手企業から内定を受けた。また国際協
力活動の現場を経験した人材が少ないことから平和村の活動に参加 し帰国すること
が自身の成長につながったとする。
Bは現状からの逃避が目的であり、現状に対する意欲を失つていたが、帰国後は
自分の成長に自身をつけ、活動前は後ろ向きであつた進路に対し明確な目標を見出
し実行に移すまでに変化している。
Cは活動前より国際協力活動への意欲・関心が高く、活動後は更に国際協力への
関心を高め自身が今後どの分野で活動に参加 し支援に携わっていくのか明確な方向
性を見出す機会として捉えている。
Dは海外への興味。関心が高かったが、活動中、目的をもつてボランティアを行
った事がその後の進路を後押しする形となったことで活動の意義を見出している。
Eは活動前よりNGO活動への興味0関心が高く、活動から自身の生活や生き方、
平和のために自分にできることを探す機会となったという。
インタビューを行つた5名は、活動参力日以前より国際協力活動への興味・関心の
高い者がほとんどであった。帰国後、活動の動機を振り返ると、自身の成長の為の
経験や活動後の進路を考える経験であったと全員が述べた。表 歩1は、平和村に行
く動機を、回答者毎にまとめたものである。
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表をl①平和村に行く動機
活動前 活動後
ω 子供の時にウノ"レ
ンを見て、自分の育つ環
境と平和村に来る子供達の環境との違いに
大変驚いた。それから平和村に行くことを
将来の夢に抱き、平和村に行つて子ども達
を笑わせたいと思い続けて来た。
平和村に行つたことは就職にとつて有利、行動
力があると示せる。面接で評価された。海タト協
力を経験した人は少ない。様々な理由で行けな
い人もいる中、 1年間行けたことはすごい。
B)o 取りあえず1年卒業と就職を延ばすために
留学がしたかつた
o モラトリアムの延長で進路を決めかねてい
る時に平和村を知り行こうと思つた。
・  まだ働きたくないが勉強にも意欲がわかな
かった。
・  平和村での生活は人がなかなか体験できないも
のであり自分のためになつた。今後の生活に間
違いなくプラスになった。
・  他国の人と一緒に働き、またたくさんの国の子
ども達と関わることができ、貴重な体験をさせ
てもらった。
・  子ども達の帰国の時の嬉しそうな様子や、アフ
ガニスタンの人に泣きながらお礼を言われたこ
とが自分の人生にない体験をしたと実感させ
た。
・  大学生活において目的をもたず、そのまま4年
間ただ勉強するだけでは駄目だと気付いた。
0 o 留学中に平和村を訪問し、活動現場や子ど
も達の様子などを実際に経験から知りたい
と思つた。
・  特別な資格や技術を持たない職員がそれぞ
れ自分のできることにより活動に参加する
平和村の現場を見ることが、自分自身の今
後の為になると考えていた。
0 子ども達と出会えた事、ボランティア者達での
共同生活によつてたくさんの人と出会い、様々
な経験をさせていただいたことに感謝してい
る。
・  平和村の活動に参加し、進路として農業に関す
る興味を見出した。
・  支援した子ども達が母国でその経験を周囲に伝
えることや、海外にも支援してくれる人がいる
という経験があることは、ヽ岩村に来ていた子
ども達の国際理解を高める事につながつている
と思う。
D) 家族の病気や死をきっかけに福祉に興味を
もち、遺産を使って福祉の先進国で勉強を
しようと考える。スウェーデンでのボラン
ティア機関にドイツの環境問題に対する考
え方に魅力を感じ、平和村でボランティア
をすることを決める。
o 平和村が研修生として受け入れてくれた事への
感謝の気持ちが強い。
・  平和村の活動によつて、今後やりたい仕事が見
つかった。
O 目的をもつて海外ボランティアに参カロした事
は、その後の就活でも人よリアピールポイント
ができ有利であつた。      ′
13
DI° 東京でのインターンの後、次に何をやるか
考えていた時に、小さいころにウ′″レンで
みた平和村のことをふと,思い出し、応募し
た。
自分の住んでいる世界をよくしたいという
思いから、NGOの活動に興味を持ってお
り、実際に支援されている人と接したいと
思つていた。
WFPの活動を番組で見て自分も途上国支
援の為に働いてみたいと思った。
支援を受ける側の人と接してみたいと思つ
た。
戦争をなくすための活動に参加してみたい
と思った。
自分の生活や人生を大切にしながら平和のため
にできることは何だろうと考えるきつかけとな
つた。
平和村で感じたことや思いを忘れずに生きてい
きたい。
表卜1の内容を傾向毎に分類し、表か11に示す。
表2卜l①の平和村に行く動機における傾向(複数回り
活動前後の動機の変容をみると活動に参加すること自体が動機であった活動前か
ら、活動後は今後の生活に影響を与える活動と位置づけられる。また、活動前の動
機は平和村の運営や活動への興味が強い傾向がみられたが、活動後は活動者全員が
今後の進路にとってメリットがある活動であることや人生の目的を見出すための活
動となったこと、日本では経験できなかった出来事を経験する機会が得られたと回
答している。
活動前 活動後
現実からの逃避 1人
ボランティアや子ども達の母国の相互理
解、国際理解を高める活動となった 1人
平和村のスタッフや現場の運営への興味 2人 進路にとって有利な活動 2人
対人的ボランティア活動への参加が目的 2人 今後の人生の目的を見出した 4人
平和村の活動内容への賛同と平和村の活
動への参加が目的 3人
これまでにない、人とは違う貴重な経験や
出会いがもたらされる活動 4人
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② ボランティアに行く前後の性格の変化
Aは、自身の価値観で物事を判断する事が多く、また周囲に対し打ち解けること
を苦手としていた。しかし活動後は「視野が広がった」、「人付き合いの好き嫌いが
なくなり、色んな人がいて当たり前と思うようになった」など周囲とのコミュニケ
ーションに大きな変化が見られるようになつている。
Bは、日常生活や行動面で消極的な面がみられたが、活動後「何事もやつてみな
ければ分からないと思った」や「つらいときは仲間と乗り切つた」様子から、活動
を通して行動や課題解決に向け意欲的に行動できるようになっている。また、活動
前に自己主張が出来ないことがあげられていたが、活動を通し「自分の意志がはっ
きり伝えられる」という変化が起きている。
Cは活動前「自分と違うペースの人を待つのが嫌だ」と答えていたが、活動後「人
のペースを考え待てる」、「人に歩み寄る姿勢が出来た」など、人との共感性や他者
理解を学ぶことができ、帰国後の人間関係が良好になった気付きをもつている。
Dは計画的に行動する性格であり活動前後においてこの面では大きな変化は見ら
れなかつたが、帰国後は「悩んだらまずチャレンジしてみる」という未知へのチャ
レンジ精神が身に付いた。そしてそれにより視野が広がるという実感を得ている。
また活動前は、自分の善意を押し付けてしまうことがあつたが活動後は「何が幸せ
かは周囲と当事者で違うと気付いた」、「自分の考えを相手に押し付けては行けない
と気付いた」など、相手のニーズに応じて支援することを大切に感じる機会となっ
たようである。
Eは活動前より国際協力活動に関心が高く、周囲の偏見や誤解のある発言に対し
不快な感情を抱いていた。活動後は貧困や紛争のある国の現状を知り、周囲とのギ
ャップが更に強まったと感じているが、「周囲に対しこうすべきという押しつけをし
なくなった」とあるように、周囲との国際理解に関する向き合い方の違いにある程
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度の理解を示している。表歩2は、ボランティア活動前後の自己の性格について、
回答者毎にまとめたものである。
表22 ②ボランティアに行く前後の性格の変化(複数回り
活動前 活動後
Al 物事を自分の好き嫌いで判断していた。
性格が合う人は好きな人、性格が合わな
い人は嫌いになっていた。
自分の家庭環境に悩んでいたがそれを
人に打ち明けることができずに抱え込
み家族にあたることもあつた。
相手の態度や機嫌が悪いと、自分も不愉
快な気分になりそれを態度に出してい
た。
母親の考え方が変わると子供も影響を受ける。そ
して子供の考えが将来の社会の変化につながる。
そのため母親の考え方や国際意識が重要である。
自分も子育てで平和村の体験について伝えていき
たい。命の大切さや家族の大切さ。生きるという
こと。
平和村の子ども達の受けたことを自分の子供だつ
たらと想像すると自分が正気を保てなくなる。ぞ
つとする。自分だとその後の人生生きていけない。
誰かを支援して、その相手が喜んでくれることが
自分にとつて幸せだと感じる。
今自分が幸せだからこそ、周りが見え、人の支援
ができると気付いた。
健康の大切さをしった。
人の喜ぶ姿を見ることが′いから好きになつた。
損得考えず人のために行動できるようになった。
誰かがいらだっていると、それには何か原因があ
ると考えるようになった。そのため、その時の態
度や部分的な印象だけで判断しなくなった。
虐待のニュースをみて、その報道の仕方に疑問を
もち、子育てのつらさや虐待に陥る状況に理解が
できるようになつた。誰にだつて虐待は起こりえ
る。その状況を改善する支援が大切だと考える。
人を見た日で判断しなくなつた。
家族に感謝の気持ちを抱き伝えた
周囲の人を大切にするようになった。
定期的に平和村のことを思い出し、初心に返りな
がら日本で過ごすようになつた。
あまり怒りを感じなくなつた。
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視野が広がった。
人付き合いの好き嫌いがなくなり、色んな人がい
てあたり前と思うようになつた。
大切なことはその人の人柄や性格だと思うように
なった。
日本は平和ボケしている。簡単に死にたいと言つ
たり、思つたりする。平和村に行つて、気軽にそ
ういう言葉は使わなくなつた。生きたい人がたく
さんいると考えるようになった。
自分を大事にできるようになつた。
どんな経験も今後につながると感じた。
時間に余裕ができ焦らなくなった。
一つの出来事に対し、色んな視点から考えるよう
になった。
自分中心の考えから、相手中心に物事を考えられ
るようになった
帰国後葛藤がある。以前と同じ生活をしても馴染
まない。友達と話があわない。
周囲にボランティア行つたいい人、えらいと言わ
れる、が自分ではそう思わない。
平和村に行つたことで新しい感覚ができたがそれ
が自然なこととして受け入れられず、すごいと言
われる。
日本にない環境のことは伝わりにくし、
Bl・  授業に出席しても真面目に聞いてなか
った。
・  人に誘われるといやでも断れない性格
だった。
・  平和村での生活でつらくなつた時は仲間と話合つ
て乗り切つた。
・  様々な人と出会い、自分の意志をはっきり伝えら
れるようになった。
・  日本人は真面目すぎると思う。
0  ボランティアの1年で良い意味で適当になった。
・  ボランティアを通し、ドイツで生活をしたことで、
ドイツ人も同じ人だと感じた。日本人にもいい面
がたくさんあると気付いた。
・  何事もやつてみなければ分からないことがあると
思つた。
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Cl・  以前は人のペースが待てない、自分のペ
ースに合わないと嫌だつた。
0 人のペースを考え、待てるようになつた。
・  自分の考えと違う人にいらだたない。
・  臨機応変に対応でき、その対応に余裕がもてるよ
うになった。
0  人に歩み寄る姿勢がもてるようになつた。
・  人生観がはつきりし、自分の人生設計、進路の方
向性がはつきりした。
・  そして共同生活から他者理解を学ん几
D) 興味あることを実行に移す前にはじつ
くり考え、その後の生活も検討しなが
ら、またその経験を経てもう一度再考察
する。
目標に対し、逆算して手だてを考えてい
る。
自分が善意でしたことがありがた迷惑
になっていた事があった。
悩んだ時にはまずチャレンジしてその経験をふま
え次のことを考えていきたい。
視野を広げることができた。
自分の考えを相手に押し付けてはいけないと気付
いた。
何が幸せは周囲と当事者で違うと気付いた。
平和村の生活を経て、手段や材料が限られた中で
最前を尽くす事のやりがいを知つた。
自分の経験が人に伝わらない事や、自分の考えが
理解されない事に対し、人に迷惑をかけなければ
自分らしさを大切にしようと思つた。
嫌な事を嫌々するとただの作業化してしまうが、
楽しんで取り組む事により学ぶこと気付く事があ
り、その姿勢が大切である。
今までの経験を全部無駄にしたくないと思う。
人とのつながりを大切にするようになつた
自分がこれまで恵まれた環境で生きて来た事に感
訪寸し、これからできることは何でもしていきたい。
海外ボランティアに行ける状況であつた事、 1年
かん活動できたこと事態が、行きたくても行けな
い人もいる中恵まれた事であると思つた
つながりを大切にして行動するとそれは回り回つ
て自分や家族など大切にしているものに還元され
ると思う。
継続し、達成する事の大切さを感じた。
計画や目標に向け段取りや効率を良くこなすこと
を考えるようになった。
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DI・ 途上国の人に対して偏見を持つ周囲の人
間とは分かり合えない。
前職場の上司が自分と真逆の性格で、途
上国の人にひどい偏見を持っていた。そ
れに腹が立ち話し合うことを諦めた。
何もせずのんびりすることが好きでそれ
を暇と感じない。
周囲から誤解されるが自分探しをしてい
る訳ではなく、自分の方向性に迷つたこ
とはなしヽ
平和村の実態と日本の贅沢な暮らしにギャップを
感じてイライラしてしまうことがあり、行つてよか
つたという気持ちと、知らないほうが幸せだったか
もしれないという葛藤がある。
周囲の人とのギャップを大きく感じるようになっ
た。
周囲の人に対して、こうするべきという押し付けを
しなくなつた。
見て見ぬふりをするのか簡単だが知ってしまうと
世界で起こる様々な問題に対し葛藤が生じるよう
になつた。
戦争などの悲`惨な現実に目をそむけなくなった。
自分の生活や人生を大切にしながら平和のために
できることは何だろうと考えるようになつた。
時間やお金をかけすぎず、シンプルに生きたら楽だ
と思うようになつた。
何もしていない時間は無駄な時間だと思わなしゝ
あるものを工夫して何とかしようと思うようにな
り、ものを買う前には、なくても何とかなるのでは
ないかと考えるようになつた。
食べ物やものを無駄遣いせず大事に扱うようにな
った。
●
表22の内容を傾向毎に分類し、表221に示す。
表2-2-l ②ボランティアに行く前後の性格の変化における傾向
活動前 活動後
1人 日本を客観的にみる 1人
物事に真面目に取り組めない 1人 新しい事にチャレンジする機会が増えた 2人
周囲を信頼できない 1人 他人のために行動する喜びを知った 2人
計画性をもって行動できる 3人 周囲の考え方と相違が生じるようになつた 2人
相手の立場を考えられず自分本位である 4人 臨機応変さや柔軟さが身に付いた 2人
視野や考えの幅が広がった 2人
社会問題を他人事に思わず自分の事として考える 3人
エコライフが身に付いた 3人
失敗を恐れなくなった 3人
自己理解が深まった 4人
他者理解と共感性が深まった 5人
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活動前の性格の傾向では「相手の立場を考えられず自分本位である」が4人と他
者理解の姿勢に課題があるが活動後は、「他者理解と共感陛が深まった」が5人共
通してあげられており、次いで「自己理解が深まった」とあり自己理解と他人を思
いやる姿勢が身に付いた活動体験となっていることが伺える。
③ 平和村のイメージ
Aは活動前に平和村を訪問していたため、活動前後でイメージの変化はほとんど
みられなかったが、活動の意義は子ども達が助かる事だと考えていた事が相互的に
国際理解を高める活動となっているという意義を見出している。また平和村の子ど
も達の現状を生まれた環境で境遇が大きく変化することなど平和村の活動から国際
問題まで視野を広げて考えるようになった。
Bは平和村の子ども達は沈んでいて暗い雰囲気と想像していたが、子ども達が予
想以上に元気で楽しく過ごせたようである。しかし、平和村の運営状況や寄付金の
活用方法についての課題点を感じ、子供のためには職員の雇用を安定させる事が重
要であると述べている。
Cは平和村の組織運営やボランティア活動の現場としての興味があり、子ども達
は元気に遊んでいて職員は保育園の先生のような役割を担っていると想像していた。
しかし、活動後の平和村の認知度の低さから広報活動の重要′性と継続的な支援活動
を継続することの難しさを知つた。また子ども達の怪我の深刻 さにショックを受け、
帰国後の母国での生活環境に対する問題意識が芽生えた。職場でのコミュニケーシ
ョンからちょっとした気遣いを大切にする事が良好な人間関係を気付く事につなが
ると学んだ。
Dは平和村の仕事内容は、これまでDが高齢者介護をした経験が活用できると考
えていた。また人の世話が好きなことから、平和村においても対人的支援をボラン
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ティア内容とするため活動に対し楽しみを抱いていた。平和村のイメージはあえて
何も想像せずに参加した。活動によりその後の進路を見出す経験となり、自分の人
生の原′点は平和村であると実感している。また職員の勤務体制には課題を感 じてい
る。子ども達がすごす様子からは平和村において文化や国の違いを超え仲良く関係
を築く姿から平和を象徴する場であると感じている。
Eは平和村のボランティアは食料や住居が与えられるため仕事をする責任がある
と考え活動に参加した。また福祉制度の整った国のため働きやすい環境を想像して
いた。子ども達の母国の環境など世界の現状を知る事の出来る現場だと思っていた。
しかし活動に参加し、想像より仕事が多忙であり、労働条件も厳しかった。またド
イツ人と日本人の仕事に対する考え方の違いなどが見られた。平和村の現場は命に
携わる医療の現場のような責任感が必要とされた。表針3は、活動前後の平和村に
ついてのイメージを、回答者毎にまとめたものである。
表 歩3の内容を傾向毎に分類し、表卜3-1に示丸
表231 ③平和村のイメー ジにおける傾向
活動前 活動後
募金により運営し、ボランティア活動をして
いる組織 1人 変化なし 1人
世話をする楽しみを与えてくれる場 1人 子ども達の命を預かる現場 2人
心が沈んだ子ども達が生活している場 1人
社会性やコミュニケーションスキルが求められ
る場 2人
意図的に何もイメー ジを持たなかった 1人
平和本・llこ来る子供達の国際理解を高めること
につながる場 2人
自分のスキルが活用できる場 2人
活動の重要性を感じ国際的認知の重要性を感
じる場 2人
国際協力活動をする現場 2人 自分の進路に大きな影響を受ける場 2人
子ども達が遊びや学びを求めている場 2人 現場の労働条件が多忙 3人
ボランティア自身の国際理解を高める場 4人
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活動前に比べ活動後は平和村が国際理解を深める事の出来る現場であるとの認識
をしている者が多かった。また日本のボランティアのイメージと異なり、平和村に
おける仕事を多忙と感じる者も多かったが、「進路につながる」ことや「自身の社会
性を高めることができた」など継続に至るメリットを自身にも感じられていた。
④ 障害者問題に対するイメージ
Aは日本で障害者の人と関わる機会がほとんどなかった。小学校の道徳の時間は
障害者や高齢者、人権問題などをみんなで取り組み強制されず積極的に皆で取り組
み楽しかった思い出があらた。活動をはじめ、初めは子ども達の障害に驚いたがす
ぐに慣れ、怖くなくなったが、子ども達の障害の原因や母国の環境の問題について
考え悔しさを覚えた。そして帰国後の日本では障害者が生活しづらい環境である事
に1悔しさを感じた事から、障害があることで人生が分かれる事に違和感を感じた。
そのため、障害者の問題を含め皆が住みやすい環境にしていきたいと支援活動を考
えている。
Bは、障害者はコンプレックスを抱えておりあまり見てはいけないと思っていた
が、活動後は積極的に関わる姿勢へと変化した。また障害者の社会参加を推奨する
考えをもつている。
Cは活動前より障害者との関わりに積極的であり、接し方は活動後も変化しなか
った。しかし、障害者問題と平和村の子ども達が抱えている問題は違う者と考えて
いた。活動後は障害者の問題を他人事ではないと考えるようになり、障害者の問題
を含め世界の貧困問題なども広い意味で平和に向けた取り組みに対し、自分の専門
分野からの支援活動を進路として選択するまでに至る。また平和村の子ども達が障
害者であるという認識が芽生え、より障害者問題や、子供達の母国における障害者
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の就労問題や生活環境の改善に向けての取り組みを行っていきたいと考えている。
そして、障害や自身が社会に対し積極的に障害理解を訴える姿勢も重要であるとの
見解をもつ。
Dは障害のある平和村の子ども達との関わりに不安を抱いていたが、活動に参加
し障害の有無にかかわらず一人の子供として関わろうと考えた。また帰国後は障害
者を特別視せず困つている人がいたら手助けをするという意識をもつている。
Eは障害者を特別視する意識があり関わろうとすることはなかった。また日本で
健常者が捨てたゴミを障害者が掃除する現状に違和感を感じていた。活動後は、障
害者を特別視せず健常者と区別する意識がなく接している。また日本の障害者理解
に対し問題′点が多いと感じている。表24は、活動前後の障害者問題に対するイメ
ージを回答者毎にまとめたものである。
日本で障害者の人と関わることはあ
まりなく、テレビで平和村の映像をみ
て驚いた。そして自分がそれまで幸せ
な環境で生きて来たことに気付いた。
映像の中で当時の自分と同じ年齢の
10歳の女の子が自分の傷よりも、年
下の子の傷を心配している姿を見て、
自分にはなしヽいの広さを感じ、自分の
月ヽささを知つてショックを受けた。
小さい時スーパーで腕がない人がレ
ジを打つていてすごく驚いた。その時
怖がって母親に言うと、世の中には色
んな人がいるのだと怒られた。それか
ら障害者と出会うことがあつても見
かけても何も感じなくなつた。でも実
際近くで見ると怖い気持ちはあつた。
帰国後、駅で杖をついている人が困つていたが周囲
が見て見ぬ振りをするので冷たいと感じた。平和村
にいた時と同じ感覚で、声をかけると周囲が驚いた
顔で見てきたのが嫌だった。ちょつとした声かけが
常識の世の中にしたい。
障害があるかどうかなんて関係ないと言いたいが、
障害者に失礼かとすごく考える。
帰国後、職業案内所で障害者の求人広告をみて、待
遇の違いに悔しさを感じた。
表2-4 ④障害者問題に対するイメージ(複数回咎
23
小学校の時の道徳の時間は障害のあ
る人のこと、お年寄りのこと、人権の
問題などをみんなで取り組んだ。多趣
味な先生が多く、休日は施設見学に連
れて行ってくれた。強制ではなく、楽
しいからみんなが学んだ。その経験が
できたことを感訪寸している。
聴覚障害の友達がいたのでみんなで
手話を覚えよう勉強した。積極的にみ
んなで取り組めたことが良かつた。
障害者の人と町中で関わつたりする
ことが楽しかつた。
障害者に頼まれ事などをされること
があり、手伝うことで頼りにされるこ
とが嬉しかった
平和村の子供を初めて見た日はびつくりしたがすぐ
ぽ買れた。怖くなかったが悔しくなつた。障害や病
気の原因について考えることや、まだ小さいのに母
親と離れなければ助からない環境について考え、悔
しかった。
帰国し、障害者の問題だけを区別せず色んな問題を
含め、自分のアプローチの仕方を考え、変えていき
たい。
今いる会社で障害児と山登りをするイベントを企画
したいと考えている。
障害があるだけで人生が分かれることに違和感を感
じる。
手話や点字を覚えたい。みんなが住みやすい環境に
なって欲しし、
イヽさい時に平和村を知ったことはよかった。日本は
閉ざされているから、知らないことが多い。
o 自分もいつ怪我をして障害を負うかもわからないの
で、他人事に思えなくなった。
・  障害の問題は世界中の問題として考え、障害、貧困
など様々なことを含め広い意味での平和について取
り組んでいきたい。
・  障害者に対する接し方は変わらない。
・  障害者を町中で見力ヽ すてもあまり見
ないようにしていた。
・  障害者には何かコンプレックスがあ
ると思つていた。
自然にどんどん関われるようになつた。
・ 偏見がなくなり、障害を理由に何かができないとか
は思わなくなつた。
・  少しくらい不自由な状態でもなんとかなると矢日つ
た。
0 日本の障害ある人ももつと社会に出ていけると思つ
た。
・  町中で障害者を見かけると気になるようになった。
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平和村の子ども達の抱えている問題
を障害者問題は違うものと考えてい
た。
日本の障害者の暮らしや問題につい
て全く知らずどう生活しているか分
からなかつた。
一人の職員が世話をする子供の人数
が多いため何かトラブルを起こして
しまうことが不安であった。
活動を通して、平和村の子供達に障害があるという
認識をもち、より障害者問題にどう取り組むかとい
う問題意識が高まった。
障害者の問題はその家族や関わる人だけの問題では
なくみんなの問題である。
途上国の農業を支援することで平和村の子供のよう
に障害があっても生活ができるようになると気付い
た。
土壌汚染から奇形児が生まれるなど紛争国や途上国
の支援として土壌汚染の改善を支援する必要を感じ
た。
障害者やその支援者達が社会の障害者に対する意識
を変えていく努力も必要であるも市J度面など世論を
巻き込みながら、声を上げていかなければいけない
と思つている。
D 五体満足でない子ども達にどう接し
たらいいか分からず関わり方に不安
があった。
障害児をみると意識するようになつた。
o 障害者問題に限らず困つていると感じたら声をか
け、積極的に関わろうと思つている。
o 障害者がいつも困つている訳ではないので特別視は
しない。
・  ヽ活動に参加し、初めて平和村の子ども達が障害者で
あるという感覚が芽生えた。
El 行く前は障害者を特別視してはいけ
ないと思つていつつも、どこかで違う
存在と思つてみていた。
学校などで障害者がいたが、直接関わ
ろうとすることはなかつた。
健常者が捨てたごみを障害者が掃除
してきれいにしている事に釈然とし
ない気持ちがした。
日本では障害者と健常者をはつきり区別している
が、平和村では障害者を特別視せず、また、障害者
たちも健常者と同じように振る舞う。
障害を持っていても一生懸命働いている人がいる
が、一方で何の問題もないのに生活保護で暮らして
いる人がいる現状に不公平さを感じる。
今は障害者だからと特別視することはなく、健常者
と同じように接することができている。
日本の会社の障害者枠があることに大変違和感を感
じる。義務的であることなどイメー ジアップのため
の雇用であることが本質とずれていると感じる。
活動後障害者を手助けする時は障害者だからではな
く大変そうだから助けるという感覚になった。
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表241 ④障害者問題に対するイメー ジにおける傾向
活動前 活動後
障害者との関わりに抵抗がなく好意的な印象
がある 2人
障害者問題への関心が高く今後自ら取り組
んでいく 5人
多少の関心はあるが関わりを持つ事には消
極的である 3人 障害者を健常者と区別する感覚がない 5人
障害者に対する苦手意識や否定的なイメー
ジがある 3人
関心がない 3人
表24の内容を傾向毎に分類し、表2-4-1に示す。
活動前の5人中、障害者に対し好意的な印象がある者は二人、残りは苦手な意識
や関わりに消極的であった。しかし、活動後、5人全員が「障害者問題への関心が
高く今後自ら取り組んでいく」と「障害者を健常者と区別する感覚がない」と述ベ
ており、平和村の活動により、障害者に対する理解や障害者を取り巻く諸問題への
意欲関心が高まった活動となつた事が明確に示された。
⑤ 平和村の子供のイメージ
Aは子ども達の印象をテレビの印象からイメージし、戦争に傷付き、痛々しい様
子であると考えていた。そのため平和について教育する事や、共同生活などを通し、
国や文化の違いに理解を高めていきたい、また子ども達をたくさん笑わせたいと考
えていた。活動後は子ども達が傷づいていても元気で明るい事を知った。また子供
の発達の段階にあわせて支援する事や母国に帰ってからの生活を考え身の回りの自
立に力を入れる事を大切にした。
Bは子供達が傷付き沈んでいるだろうと想像していた。またBは子どもが好きで
はないため接し方に不安があった。活動を通し、怪我のひどい子ども達を見るとは
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じめはショックを受けたがすぐは質れ、違和感なく子ども達と関われ愛情を感じる
ようになつた。また宗教や文化の違いから接しづらい子どももいることに気付き、
支援した子ども達が母国で国際理解を広げてくれる事を願うようになった。
Cは子ども達が元気に楽しく過ごすイメージを持ち活動に参加したが、子ども達
の傷の深刻さに驚き当初はショックを受けた。次第に子ども達の母国での生活や障
害があつても生活できるための技術を身につける事の重要さに気付いた。
Dは子ども達の怪我の状態や奇形の状態により子ども達が痛みや苦しみを訴え泣
き叫んでいると想像していた。また言語や文化の違う子ども達のコミュニケーショ
ン方法に不安を抱き、民族間の争いなどがあるのではと心配していた。しかし活動
後子ども達が楽しそうに皆で遊んでいる様子を見て安心した。またD自身も子ども
達を障害児として意識せず一人ひとりの子どもとして接するようになった。子ども
同士が障害を理由にからかう様子がない事に障害者理解を深める機会となった。ま
た、子ども達が平和村にくるに至った背景にある原因について考えるようになった。
Eは平和村の子ども達が障害児であるという認識はなく、飢えや争いによる問題
が平和村でも起こっているのではと想像していた。活動に参加し、栄養失調の子ど
も達の体にショックを受け、怪我の状態の深刻さなど命に関わる現場であり子ども
達の世話で気を抜く事が出来なかつたという。また平和村の生活に慣れてしまった
子ども達が母国の環境で暮らせるか不安を感じるようになった。そして親元を離れ
ている子ども達のために愛情をかけること、親代わりとしてしつけなどをする役割
を担うなどの重要性と、職員として距離をはかることのバランスが難しいと感じた。
表か5は、活動前後の平和村の子どもに対するイメージを回答者毎にまとめたもの
である。
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表2-5 ⑤平和村の子供のイメー ジ確数回り
活動前 活動後
A) テレビの映像を見る限り戦争によつて
傷付いていると思い、平和について教
育すべきだと思つていた。
共同生活を通し国や文化の違いに理解
をもつことやスポーツを通じて共感で
きたらと思つていた'。
テレビでは泣いている子供が多く映つ
ていたのでたくさん笑わせてあげたい
と思った。
大きな子供の傷は痛々しく接するのが
つらい印象があった。
こどものペースにあわせることが出来ず、早く動い
て欲しいと思つていたが、子供には子供なりのペー
スがありそれを大切にしたいと思うようになった。
実際行くことでイメージが180度変わった。傷つい
ていてもみんな元気で明るかつた。
子ども達が母国に帰つてからの生活を考え自立に
力を入れた。
支援者の者6合で早く行動させても意味がないので
成長にあわせて支援を行うことで出来ることが増
えることが分かつた。
子ども達の反抗的な行動には親元を離れた寂しさ
などが原因にあると知り、それまでの自分の態度を
見直すと子供達と信頼関係を築けた。
B) 0 子どもたちは傷を負つているため心が
沈んでいると思つていた。
・  子供はあまり好きではなくどう接して
いいか分からなかった
文化や宗教の違いから接しづらい国の子供もいた。
0 慣れて違和感なく関われるようになり、接すること
で可愛いと感じ、子ども達との関わりが楽しいと思
った。
・  怪我のひどい子供達をみるとショックだったが元
気な様子の子供が多く、嬉しかつた。
・  支援した子ども達が母国でその経験を周囲に伝え
ることや、海外にも支援してくれる人がいるという
経験があることは、へ岩村に来ていた子ども達の国
際理解を高める事につながっていると思う。
(〕) 元気に楽しそうに過ごしているイメー
ジであった:
0 子ども達の傷の状態のひどさに驚き、ショックを受
けた。
・  帰国後の子ども達の生活や障害があつても働き生
きていける技術を付けることの大切さに気づいた。
D)・  怪我や奇形の状態がすごい子供がたく
さんいて、常に誰かが痛みや苦しみを
訴え泣いているイメージがあつた
0 みんなが一緒に楽しそうに遊んでいる様子を見て
安心した。
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・  子ども達との言語が違うこと障害があ
ることでどうコミュニケーションをと
るか不安だった。
・  民族同士の争いがあると思つていた
障害児として気を使わず、普通に子供として接した
らいいと考えるようになつた。
・  子供達同士で障害を理由にからかう事などがなく、
みんないい子達だと思つた。
・  日本で平和村の子供と同じ年位の子供を見力ヽする
と子供達が元気かと想像するようになつた。
・  何故子ども達が平和村にきたのか、その背景にある
問題を考えるようになつた。
E) 子どもたちの状態と障害児であるとい
うイメージは一致していなかつた。
飢えや争いなどが日常にある子どもた
ちなので平和村でもそういうことがあ
るのかもしれないとイメージはしてい
たが、自分には食べ物が豊富にある国
で生まれ育ったため実感がなかった。
世界の現状などを実際に自分の目で見
ることができる。
やけどの傷などにはあまりなにも感じなかつたが、
年齢に対する体の小ささに衝撃を受けた。
子どもたちは松葉杖の子どもが車椅子の子どもを
おす等、自然な助け合いがみられた
少しの油断が命取りになるような状態の子供たち
も多く、気を抜けなかつた。
平和村に比べ病院は自由で、可愛がってもらえるた
め、退院しても病院に戻りたいという子供もいた。
生まれてすぐ平和村に来ている子が、故郷に戻つた
際、現地の環境でやっていけるのか不安に感じる。
子どもたちとのコミュニケーションが難しくまた、
親元を離れているため、自分たちがしつけ役になら
なくてはいけないがどうすればいいか分からなか
つた。保育などの知識があればと思つた。
平和村の子ども達をみていると、普通つていうもの
はないのだと感じた。
愛情のかけ過ぎもいけないし、突き放しすぎるのも
よくないため、バランスが難しいと感じた。
表25の内容を傾向毎に分類し、表界卜1に示す。
表2卜l ⑤平和村の子供のイメー ジの傾向
活動前 活動後
子ども達が元気に過ごしている 1人 平和村の子供達が障害児である事に気付いた 1人
子ども達が障害者として思つていない 1人 子供達の国際理解が高められている 1人
子ども達との関わりの中で喜びや学びを 1人 子供達の栄養状態や怪我の重度差にショック 3人
与えたい を受けた
異国の子供達との接し方に不安がある 2人 子供達がとても元気な様子であつた 3人
子供達はひどい傷を負い、苦しんでいて、
子供達同士も争いが生じているイメー ジ 4人
自分に出来る事で相互に手助けし合う自然な
姿から自身の障害者への関わり方を学んだ 4人
子供の成長や発達を見守りながら,子供の思
いに寄り添えるようになつた 4人
子供達の母国の環境や帰国後の生活を考える
ようになつた 5人
活動前の5人中4人が平和村の子ども達はひどい傷を負い苦しみ、子供達同士も
争いが生じているイメージを抱いていた。しかし、活動後のイメージでは、「子ども
達が元気な様子だつた」というイメージに変化した者が3人いた。また、「自分に
出来る事で相互に手助けし合う自然な姿から自身の障害者への関わり方を学んだ」
や「子供の成長や発達を見守りながら,子供の思いに寄り添えるようになった」、「子
供達の母国の環境や帰国後の生活を考えるようになった」とほとんどの回答者が答
えており子ども達から障害者理解やこどもの成長発達、国際理解を学ぶ事が多かっ
たと回答している。
⑥ 国際理解や国際問題に対する興味・関心の変化
Aは海外に出ることが初めてのため言葉の違いに不安が強かった。またテレビの
報道などの影響からアフガニスタン人に対し怖いというイメージがあった為、その
国の子ども達と接する事も怖かった。しかし活動を経て、アフガニスタンの子ども
達も他の子ども達同様に優しくて、自分の偏見に気付いた。また日本の国際理解教
育の不十分さを感じ教育の現場など、もつと海外について学ぶべきであり、海外を
知る事が日本への客観的な気付きにもつながると考えるようになった。
Bは他国に対する興味がなく、人種の違う人と接する事に対し抵抗があったが、
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活動後は平和村で出会った子ども達の母国や子ども達の生活環境などに興味 。関心
が高まった。そして、平和村に来る子ども達の怪我や奇形の原因や背景にある問題
に対し考えるようにならた。
Cは活動前より紛争や国際協力に対する興味があり、先進国が途上国の資源を消
費する事で途上国の自然破壊が進む現状や、平和村の紛争国支援活動の運営に興味
を抱いていた。活動後は紛争国の環境改善と障害者の就労問題の改善に農業分野か
ら支援を行う事が出来る事に気付き、専門的技術を身に付け、今後国際協力をして
いく事を考えるようになった。また国際問題にも主体的に取り組むことが重要だと
捉えるようになった。そして震災を受け日本の被災者が海外からたくさんの支援を
受けたように日本の国際協力に関わる事は日本に還元されると考えるようになつた。
Dは海外に行く事に興味が強く、途上国や紛争国の問題に対し現実味をかんじて
いなかった。しかし活動を通し子ども達と関わる事で子ども達の母国について知 り、
日本の環境の豊かさに気付きをもつた。また、途上国や紛争国の子ども達の生活や
教育の環境改善に関心が高くなつたと述べている。
Ёは、先進国にス トレー トチル ドレンがいることを知 り、日本は世界の現状を知
らない事が多いと感じていた。また国際協力活動が現地のニーズに応じた形である
か疑間をもつていた。そして生まれた環境の違いで子ども達の生き方が大きな違い
を生むことに悲しみを感じていた。活動を通して、 ドイツと日本の文化の違いや、
日本にっいて客観的な視′点で考える機会を得て、日本で学ぶだけでは実際の現状を
知る事は出来ていない事を実感した。また、紛争国や途上国の子ども達の生活に関
心が高まり、子ども達が生き残る為に争う現状を実感した。また先進国が行つてい
る途上国の支援のあり方が、先進国の利益を優先したものであると考え、帰国後の
進路を考える機会となった。表26は、活動前後の国際理解や国際問題への興味・
関心について、回答者毎にまとめたものである。
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表26 ⑥国際理解や国際問題への興味・関心の変化(複数回り
活動前 活動後
Al 語学への不安が強かった。
自分の夢であったことが叶うと言い聞
かせていた。
テレビのニュースなどの影響を受け、
アフガニスタンの人む1布いイメージが
あつた。国のイメージでその国の子供
達に接することも怖かつた。
日本が閉ざされていると感じた。障害ある人が町
中に普通にとけ込み生活していた。
ドイツでは教育方針も違い、障害があっても日本
より就労などでの困難さが少ないと感じた。
実際に関わるとアフガニスタンの子ども達はすご
く優しく自分は矢口らないことが多かったと感じ
た。
日本は海外との線引きを感じるが、陸続きの国で
は他国への支援などを自然なこととして考えるこ
とができていると感じ、大事なことだと思った。
教育の場で子ども達が海外のことを学ぶ時間をも
つと設け、子ども達の視野を広げることを重要視
すべきだと感じた。
日本以外の国について知ることで、日本について
気付きが増える。
他国や他の文化を理解することにより、日本以外
で起きる問題に対しての意識も高くなると感じ
た。
他国を支援する形でも日本にない医療制度や教育
方法、ボランティアの形態を学び日本国内の制度
が改善する機会につながっていくので国際協力は
相互的に意義のあることである。
D 他国の状況について知らなかった。な
んとなく戦争している所もあるという
くらいのイメージだった。
人種の違う人と接することに抵抗があ
った。
途上国支援をしているのは平和村だけ
だと思つていた。
途上国に興味がなかつた。
途上国のことについて知りたいと思わ
なかつた。
平和村の子ども達が住む国についてよく知ること
ができた。地雷がない者6市に人口が集中している
こと、物価高の問題など。
国や文化によって子ども達の考え方やコミュニケ
ーションも違うと知つた。
平和村以外にも途上国を支援している団体がたく
さんあることを失口った。
平和村で支援した子ども達の母国に興味がわき、
子ども達の生活や環境、育ち方などを考えるよう
になつた。
平和村に来ている子ども達の国についてもつと知
りたいと思うようになつた。
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海外の幸長道に目が向くようになつた。
平和村に来ている子供達の怪我の原因や、奇形の
原因を考えるようになった。
0 紛争や国際協力にはずつと興味があつ
た。
先進国が途上国の資源を消費すること
により途上国の自然破壊が進むことに
漠然と違和感があつた。
寄付金で運営を担う平和村の活動が政
府の活動のように持続可能な活動とし
て運営されているか興味があった。
難民支援に興味があり、日本で途上国
支援について広報活動をするボランテ
ィアに参力日していた。
世界で起こる諸問題に対し、人任せにせず自分も
考えていこうと思っている。それが重たいことで
はなく、自然なことだと捉えるようになつた。
戦争の二次障害として土壌が汚染され、病気や奇
形が子ども達に増えているということを知り、そ
うした環境の回復に興味を抱くようになつた。
国際協力は専門的な勉強をして技術をつけ、一生
続けていきたいと思う。
途上国の支援として、その土地の土や水などの衛
生状態を改善し食物の安A‐l性を高めること、障害
があつても仕事できる農業で国際協力をしていこ
うと思つた。
途上国の支援をするためには何か専門的な技術を
身に付ける必要があると感じた。
平和村の活動を通し、紛争地の問題に対し自分も
これから取り組みたいと思つた。
国による国際協力とNGOの活動の二つの方向か
ら取り組むことが継続的に途上国を支援するため
には必要だと感じた
震災があり日本では多くの被災者が難民のような
状態になった。その時、営利目的でない支援を他
国からたくさん受けた。日本が同じような姿勢で
国際協力すればそれは、日本にもまた返ってくる。
Dl・  途上国の環境や紛争の問題を日本で知
識として得ていたが、現実味のある事
として捉えていなかった
・  海外に行くことへの興味が子どもの時
から強かった:
・  海外の福祉の現場や環境問題に対する
取り組み方に魅力を感じていた。
0  子ども達と関わり、子ども達の母国について話を
聞く事で、日本の環境が恵まれている事に気付い
た。
・  帰国後の生活は何でも手に入るがそれはすごいこ
とだと実感 した。
・  報道などで紛争の話題があると知らない子供達で
も気になる。
・  平和とは何か考えるようになつた。
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0  日本の子供達は幸せな環境であるはずが幸せだと
感じているとは限らず、平和村のこどもたちが怪
我や障害があっても笑顔で楽しそうな様子を見て
幸せとは周囲の判断で分からないと感じた。
・  途上国や紛争国の治安は日本より危険な状態であ
るため子ども達の安全が′い配である
o 途上国や紛争国の子供達の生活や教育環境に関心
が高まった。
`  世界には恵まれた国の人と、毎日の生活が大変で明日生きているか分からない人・子ども達がいる
と実感した。
E) 先進国とされる国でもストリー トチル
ドレンがいることを知り、日本にいる
だけでは知れないことが多いと思つ
た。
支援物資が現地で本来とは別の使われ
方をしている現実があり、支援する側
とされる側での意識のズレがあるので
はないかと感じた。
たまたま生まれた環境の違いでちゃん
と育つことができるかが決まることに
悲しみを感じていた。
お金や地位、名誉がある人が途上国の支援などを
発信してくれることは非常に影響力があり大切だ
と感じた。
ドイツと日本では文化や価値観が全然違うと感じ
た。
日本人は余裕がなく、
いと感じた。
うまく時間がつかえていな
飢えの危機のある国の子ども達は、自分たちが生
き残るための食べ物を得るために戦うという現実
を実感した。
違う国のことを、話を聞くのと実際に自分の日で
見るのとでは全然違うと感じた。
日本と他の国との文化の違いにショックを受ける
ことが多かった。
帰国後も紛争国や途上国の子どもたちのことが気
になる。
帰国後も紛争国や途上国の子どもたちのことが気
になる。
先進国の途上国支援は、本当に途上国のためでは
なく、支援することで先進国が見返りをもらうた
めのものだと思つた。
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表26の内容を傾向毎に分類し、表261に示す。
表2∈l ⑥国際理解や国際問題に対する興味。関心の変化における傾向
活動前は海外への興味がないものや他国の人と接することに抵抗のある者と、海
外への興味があり国際協力活動に意欲的な者が半分程の割合であった。活動後をみ
ると、「途上国支援について学ぶことで、今後のあり方を考えるようになった」や「実
際に自分の日で見なければわからないことが多いと感じた」、また「途上国や紛争国
で起こる諸問題に興味が高まり、他人事だとは思わなくなった」と全員が回答して
おり、活動から世界の現状を知ることにより国際理解が高まり、国際問題への興味・
関心が高くなっていることが示されている。
活動前 活動後
国際協力に興味を持つていた 1人 日本が恵まれた環境であることを再認識した 1人
語学への不安があった 1人 平和や幸せについて考えるようになつた 1人
途上国に対する興味がなかつた 1人
他国を知ることで客観的な視点で
日本を見ることができるようになつた 2人
海外への興味が強かつた 1人
日本と他国とでは、文化や考え方などが
全く違うと感じた 3人
先進国の途上国支援に疑間や違和感を感
じていた 2人
途上国支援について学ぶことで、
今後のあり方を考えるようになつた 4人
違う人種の人と接することに抵抗があつた 2人
実際に自分の目で見なければ
わからないことが多いと感じた 4人
世界中で起こつている貧困や戦争に、
ショックや悲しみを抱いていた 2人
途上国や紛争国で起こる諸問題に興味が高
まり、他人事だとは思わなくなった 5人
途上国や紛争国のことは他人事だと思つて
いた 2人
他国の取り組み方に興味を持つていた 2人
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⑦ ボランティア活動のイメージの変化
Aはこれまでにボランティア活動の経験がなく、ボランティアは楽に仕事ができ
るというイメージがあつた。また小学校時代にボランティア部の活動で誰かが喜ん
でくれるのが嬉しかった事を覚えていると述べていた。活動後は、臨機応変さや連
携の重要性を認識できたことが帰国後の仕事に役立っているという。また、ボラン
ティア同士で良い所を学び合い自分を伸ばす活動になったことやボランティアは職
員同様に仕事に責任感を持つべきだという考え方の変化を述べていた。
Bは平和村についてあまり調べることがなく活動に参加する事を決意していた。
ボランティアの活動内容に関しては身体にハンデのある子ども達と遊び、楽しませ
ることが仕事内容だと想像していたため、活動中に子ども達の行動を注意したり怒
つてばかりいる自分に気づき目的との相違に自己嫌悪になったという。また活動前
のボランティアのイメージで働くと仕事内容がしんどい仕事もあり、自身のボラン
ティアの概念を捨て、仕事として取り組んだと述べている。
Cはボランティアの活動内容が漠然としている状態で活動に参加 した。ボランテ
ィアという活動のイメージは自分の予定や意欲次第で参加の都合を決定できると考
えていた。またボランティアと正規職員の仕事内容は違 うと考えていた。しかし、
活動に参加し、ボランティアも職員も仕事に対する責任感や仕事に向き合う姿勢は
同様にもつべきだと考えるようになった。またボランティア活動は、参加すると伝
えた活動には責任を持って参加し役割を果たすべきだと自身のこれまでを見つめ直
したという。
Dは活動前より対人的ボランティア活動に楽しさややりがいを感じていた。そし
て平和村の活動にこだわらず対人的ボランティア活動に参加することが目的であっ
た。平和村の活動を通し、様々な人と出会い自身の今後にとつて大きな影響を受け
たことから、ボランティアは自分の成長につながる活動であり、相手にとつても利
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益のある相互的利益のある活動をさすと考えるようになった。また、仕事とボラン
ティアの違いについて、仕事は自分の生活のために行 う事であり、ボランティアは
自刃の趣味の範囲で自分の生活を維持できる範囲で行 うものであると考えるため、
今回の平和村の活動はまた特殊な形態であると考えている。
Eは活動以前より募金やNGO活動を通しボランティア活動に積極的に参加して
いた。しかし、ユニセフの活動に疑間を感じはじめ、活動の現場を知る為に参加し
た。活動を経て、先進国の途上国支援は現地のニーズに応じる事が本来の目的にな
っておらず自国の利益の為に支援を行つていると感じたという。またボランティア
活動のイメージに関しては、本来自分の好きな時間に好きな内容のボランティアを
選択肢活動を行 うのがボランティアの形であると考えるが、平和村のボランティア
は食料や住居など金品に替わる報酬があるため、その報酬に応じた仕事を果たす責
任があると考えているという。またボランティア自身が、参加するボランティア団
体の求めるボランティア像にあわせる必要性も感じると述べている。活動後のボラ
ンティアに対する変化では、日常生活において途上国の児童労働や環境破壊に加担
しない生活を心がけ、自分も含めみんなが生きやすい世の中となるようなボランテ
ィア活動に取り組んでいきたいと考えるようになったという。表2-7は、活動前後
のボランティア活動に対するイメージを、回答者毎にまとめたものである。
表卜7 ⑦ボランティア活動に対するイメー ジの変化(複数回り
活動前 活動後
Al・  これまで特にボランティアを経験して
きていない。
・  小学校時代のクラブ活動でボランティ
ア部に入つたことがあり、その際誰か
が喜んでくれることが嬉しかつた。
o 物資が不足した状況で可能なことを臨機応変に判
断することになれたこと。
・  培つた知識や経験が、緊急時の対応や臨機応変な
連携を行うことに役立っている。
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ボランティアというイメー ジがありも
う少し楽に仕事できると思つていた。
o  人の良い所を自分も学び実行しようとするように
なつた。
・  ボランティアでも職員と同様にfL3には責任感を
もつべきだと感じた。       ´
D ・  ドイツ人の友達がもう少しできると思
っていた。
o 震災のボランティアは日本人なら誰で
も行けるので、平和村に行こうとため
らわなかつた。
・  身体にハンデのある子ども達を楽しま
せてあげるイメージでボランティアを
考えていた。子ども達と遊ぶことがボ
ランティアだと思つていた。
・  ボランティアだと思うとしんどい仕事もあり、ボ
ランティアというイメージを捨てて働いた。
・  子ども達を楽しませる、喜びを与えるボランティ
アだと思つていたが、仕事中子供に怒鳴ってばか
りいたとき、何故こんなに怒つてばかりいるのか
と自己嫌悪になった。
0 ・  ボランティアが何をすることが漠然と
していた。
・  自分の予定次第で都合がつけば参加
し、無理になれば行かなくてもいいと
思つていた。
・  そこで職員として働く人とボランティ
アで参加する人では仕事内容が違い、
仕事に対する考え方や悩みは違うと思
っていた。
0  紛争国の情報に関心が高まり、その地域の子ども
達の安全を心配するようになった。
・  ボランティアでも職員でも仕事中のその仕事に対
する責任感や立場は同様であるべきである。
参加すると決めた日はボランティアでも責任を持
ってその仕事をすべきである:
D 人と関わるボランティアに楽しさやや
りがいを感じていた。
平和村に限らず人の世話をするボラン
ティアに参加したからた。
ボランティアを通し様々な人と出会い、自分が影
響を受けることが楽しいと感じた。
休みを利用し平和村の子ども達に料理や母国でも
役立つ栄養の知識などを教えるボランティアを続
けていく。
大学を卒業したら次には就職という進路が待って
いる状態から一度外れる経験は特殊であり、その
海外ボランティアを経て観るその後の生き方もま
た違ってくるため人と違う体験になつたと思う。
困つている人がいたら誰でも助けようと思う。そ
れの延長がボランティアである。
ボランティアは無償で自分の趣味の域でやるこ
と、仕事は自分の生活のために行うことである。
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o  一方向ではボランティアと言えず、自分の成長の
ためになる活動であり、相手にとつても利益があ
る事である。
・  ボランティア者の仕事に関わる責任は職員と同じ
であるが仕事量は自主性を大切にすべきであり、
指示された仕事をこなす存在ではない。
o  一般的なボランティアは、自分の生活スタイルを
維持しながら出来る範囲でする活動であり、それ
を中断したりやめて参加する海外ボランティアは
特殊な環境である。
D 以前から募金やNGO活動を通してボ
ランティア活動を行つていた。
なんとなく子供達のためと思い募金を
始めた。
ユニセフ募金を続けていたがユニセフ
の活動に疑間を感じた。
先進国の途上国支援は、本当に途上国のため
ではなく、支援することで先進国が見返りを
もらうためのものだと思つた。
ボランティアは本来自分の好きな時間に好き
な事をやることである。しかし今回は食料や
住居など報酬があり研修生なので無償のボラ
ンティアとはまた違う。
自分の何気ない生活が途上国の貧しさや児童
労働を助長しているとしたらそれに加担しな
い生活をしていきたい
人のためにと思うボランティアは自己犠牲を
しているため、長続きしないと感じる。自分
のためと思つたほうが長続きする。
平和村での活動は思つていたより大変だつた
が、帰りたいと思つたことはなかった:
ボランティア活動は、その団体が求めている
ボランティア像に合わせる必要がある
日本にメリットがなくても、ボランティア活
動により生きやすい世の中にしたいと感じ
た。
表2-7の内容を傾向毎に分類し、表 ント1に示九
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表トトl ⑦ボランティア活動に対するイメー ジの変化における傾向
活動前 活動後
平和村では食料や住居が与えられるため、
自分たちの好きなように働くボランティア活動と
は違うと思つていた
1人 しんどさや大変さがあり、自分が想像して
いたのとは違うボランティア活動であつた
?
?
子ども達と遊ぶことがボランティア活動だと思
つていた
1人ボランティアとはどういうものか、深く捉え
るようになった
?
?
ボランティア活動には楽なイメー ジがあった 1人ボランティアは責任を持つて行う必要があ
ると知つた
?
?
職員とボランティアは仕事に対する考えや
悩みが違うと思つていた
1人ボランティアで培つた知識や経験が、
その後の生き方に大きく影響を与えている
?
?
特にボランティア活動の経験がなかった 1人
ボランティア活動に対する知識が漠然としかな
かった
1人
以前からボランティア活動を行つていた 1人
人に対するボランティア活動に興味を持つてい
た
2人
ボランティア活動は、自分の都合で行うものだ
と思つていた
2人
平和村における活動の前に、回答者それぞれが考えていたボランティアのイメー
ジは、実際の活動と異なり、活動後のボランティアは、「ボランティアとはどういう
ものか、深く捉えるようになった」と述べている。
また活動を通し「ボランティアは責任を持って行う必要があると知った」と3人
が述べており、今後のボランティア活動に対し取り組む姿勢が変わる事が示唆され
る。そして、「ボランティアで培った知識や経験が、その後の生き方に大きく影響を
与えている」と3人が述べており、ボランティア活動に参加する事は、活動後の進
路や生き方においてもその経験が大きく活かされている事が示唆される。
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③ ボランティア活動終了後の進路
Aは平和村に行く事を目標として来た為、帰国後の進路は未定のまま活動に参加
した。活動中に子ども達の世話をした経験から将来は自分の家族の介護をしたいと
考え福社の現場で働き資格を取得。その後はアウトドアの企業に就職し、障害児を
野外で支援する活動の計画を建てている。そして、障害者支援を仕事としながら、
平和村での経験を日本で伝える活動を続けていく予定である。
Bは活動前、就職や勉強に対しての目標が見出せない状態であったが親との約束
で活動後はどこ力ヽこ就職し働く予定であった。活動を経て、 ドイツで知った企業に
就職を希望し内定を受けている。また大学卒業までは平和村の体験を地域の小学校
で講演する予定であり、就職後はドイツにて訪問ボランティアとして子ども達と関
わつていく予定である。
Cは、活動後に留学し農業や地域開発に就いて学び、また違う分野への就職を予
定していたが、平和村の活動で子ども達と関わり、子ども達が地雷などの怪我で障
害を負い就労に困難が生じていることを知り障害者の就労支援を農業の分野から支
援していくことを考え勉強している。また休暇を利用し平和村に行きボランティア
を糸四売している。
Dは、平和村の活動に参加する前に介護の資格を取得していた事から、帰国後は
介護の仕事をし、まず生活の安定を図る事を予定していた。活動中、食材が十分で
ない海外で日本食のもてなしを受けた喜びから、海外で工夫をこらし相手を喜ばせ
られるような日本食の料理人となり日本に興味を持ってもらうきっかけを作ろうと
考え、海外の日本食料理屋で働いている。また体1限を利用し平和村のボランティア
を継続していく予定である。:
Eは平和村における活動前より児童労働を防ぐNGOの活動に興味があつたため、
活動後もNGOへの就職を希望したが落ちたため、現在は働きながら、飢餓をなく
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す活動をしているNGOへの就職を目指している。また、帰国後の生活では国際問
題や環境問題を推奨するため、積極的にエコを推奨する取り組みを行っている。表
2-8は、活動前後それぞれの時′点で考えていたボランティア活動終了後の進路予定
を、回答者毎にまとめたものである。
表2■ ③ボランティア活動終了後の進路確数回答)
活動前 活動後
Al 進路が決まらず渡独した。
平和村に行くことが将来の夢であり
目標であつたため、その後の進路はま
だ見つかつていなかつた。
0 子ども達の世話をしたことにより、自分の家族を
将来介護できるようになりたいと思い、ヘルパー
の資格を取得し、介護の経験を積んた
・  現在は今の会社で障害児を野外で支援する活動を
したいと計画を建てている。
本業では、.障害者の支援活動を行いながら、平和
村について公演会などを行うことにより、自身の
経験を伝え続けていく予定である。
Bl 帰国後は普通に就職して国内で働くつもりだつた。
・  ドイツで就職してからは、平和村を訪問して子ど
も達と遊んだり、イベントに参加したりしたいと
思う。
・  大学を卒業するまでに地域の小学校で平和村につ
いて公演会をする予定である。
・  平和村にいる間にドイツにある日系企業の駐在員
と知り合い、 ドイツでの就臓洗を見つけた。
●  ドイツでの生活に魅力を感じ、 ドイツで働きたい
と思つた。
C)
o 留学し、農業や地域開発を学ぶ予定だ
った。
・  留学して勉強し、また違う分野の仕事
をしようと考えていた。
o 途上国の支援をするためには、自分自身が専門的
な技術を身に付ける必要があると感じた。
・  障害者の暮らしに興味をもち、障害者の作業所で
働き農業の分野で障害者支援をするため、経営を
学ぶことを決める。
・  地雷などの怪我で子供達の就労に困難が生じるこ
とから障害者の就労支援に農業の分野から支援し
たいと考えている。
・  休暇を利用し、平和村に行きボランティアを継続
している。
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D) 資格があるので介護職に就く。
。  これまでの経験を活かし今後につなげたい。
・  食材が十分でない海外で、工夫することにより相
手を喜ばせられるような日本食の料理人になるこ
とを目指している。
o モナコで日本食の料理人として働きながら、日本
食の奥深さを伝え、日本に興味をもつきつかけを
与えたい。
・  体暇を利用しこれからも平和村のボランティアを
続けていく。
・  障害者の生活支援の仕事につく。平和村の生活で
料理への興味が強まった事から退職し資格を取り
海外の日本料理屋に就職した。
D 児童労働を防ぐNGOに履歴書を送つたが落ちたため、希望していたNG
O活動への参カロを予定していた。
・  エコな生活を心がけ、またそれを推奨する取
り組みに参加している。
● NGOに入り、アフリカやバングラデシュで
飢餓をなくす支援活動を行いたし、
表28の内容を傾向毎に分類し、表281に示す。
活動前は5人それぞれに活動後の進路を予定していた。帰国後の実際の進路では、
障害者支援に携わったものが3人、貧困国の支援活動に携わったものが2人、そし
て平和村の支援活動を全員が継続して行っている事から、平和村のボランティア活
動に参加した事により、障害者問題や途上国の問題などに対する関心が高まり、平
和村で携わった活動に関係する分野の仕事に自身の活動意義を見出したという変化
が明ら力ヽ こ見受けられる。
表2‐8‐l ③ボランティア活動終了後の進路
活動前 活動後
児童労働を防ぐNGOに就職する 1人 老人介護と障害者支援 1人
介護職 1人 障害者支援から海外で日本食の料理人 1人
未定 1人 ドイツにある日本企業に就職内定 1人
国内で就職活動 1人 障害者支援活動 1人
留学 1人 貧困国の支援活動 2人
平和村の支援活動を継続 5人
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??
?
?
考察
`性格の変容について
平和村では、勤務中はドイツ語で統一されており、 ドイツ人スタッフや様々な国
から来た子ども達とのコミュニケーションを図るために、日本での生活のような「暗
黙の了解」や 。「相手の心情を察する感覚」が通用しない。そのため他者と意思疎通
を図る為に自分の意思をはつきりと相手に伝わるように表現することが必然となる。
この環境において仕事を円滑にこなす努力をするうちにコミュニケーションスキル
が向上する結果となる。また相手の考え方や文化的な差異への理解が当然に求めら
れる
`表
歩21では、活動者には柔軟さが身に付き、他者理解が深まることが示さ
れている。
また、住居では約一年間、初対面の日本人10人以上との共同生活を行うことに
なる。職場でも住居でも常に一緒にいる日本人スタッフとの関わりにおいて、日本
人同士でも生活スタイルや価値観の違いなどに対し、他者を理解し、自分を理解し、
互いの意見を寄り添わせていく事が必要となる。そうした環境から表2-2-1に示さ
れる自己理解の深まりや他者理解と共感性の深まりが見られる結果となったと考え
られる。
2.障害者に対するイメージの変化
活動前には障害者と関わりをもつていた者が多い訳ではない。そして平和村の子
ども達の障害を負った理由が日本の障害者のイメージとは結びつきにくい事から平
和村の子どもを障害者と認識し活動に参カロした者は少ない。しかし、表241では
活動後の5名全員が「障害者問題への関心が高まり、今後自らも何らかの形で障害
者問題に取り組んでいきたい」と答えている。また平和村の子ども達を障害者と捉
えて接していないにもかかわらず、活動後は「障害者と健常者を区別する感覚がな
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くなった」と全員が述べている。この結果から、平和村におけるボランティア活動
により、ボランティアの障害理解が深まり、平和村の子ども達を一人ひとりの子ど
もとして関わつていたのと同様に障害者に対する認識も同じ一人の人として特別な
区別をする意識がなくなったものと伺える。
3.平和村の子どものイメージの変化
子ども達は紛争のまだ続く治安の不安定な国から来ている。その事は日本でも
度々報道されており、活動者の事前のイメージでも子ども達は苦しんでいる、子ど
も同士も争い合っているというイメージを持っていた者が多かった。活動を経て子
ども達が生命の危機に瀕するようなひどしVIXi我や病気を抱えた状態でも非常に活発
に遊び回つている様子から、活動前のイメージが大きく変容したようである。表 2
-5-1でも子ども達の元気な様子を印象としてもつものが多かった。また、平和村の
子ども達と関わり、子ども達の母国の環境や帰国後の環境について考えるようにな
ったと全員が述べ、平和村で子ども達と関わった事により活動者自身の国際理解や
国際問題への関心の高まりが見受けられる。
また子ども同士で、互いの障害を助け合う自然な様子から自身の障害者合の関わ
り方に大きな影響を受けた事が示されている。
4。 国際理解や国際問題への興味・関心の高まり
活動前の5人のうち、国際理解に興味を持ち関心を持っていた者は2人、違う人
種の人と関わつた経験がなく、他国の人と関わる事に抵抗があった者は2名、そし
て海外への興味。関心がなかつた者が1名と、国際協力活動に参加する者が全て国
際問題への興味。関心を高くもつている訳ではないということであつた。しかし表
2併1に示される活動後の回答によると、途上国や紛争国で起こる諸問題に興味が
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高まり、他人事だと思えないと全員が回答している。また、途上国の支援について
今後のあり方を考えるようになった、実際に自分の日で見ることによりたくさんの
気抱くと感じた者が大半であったことから、国際協力活動に参カロする事により回答
者の予想以上に国際意識を高める触発を受けることが明ら力ヽ こなった。
5。 ボランティア活動に対する姿勢の変化
ボランティア活動に対する考え方は多様であることが回答者の活動前の意見から
も示唆される。表 トト1の活動前の意見でもボランティア活動に対する多様なイメ
ージが示されている。しかし活動後の回答ではボランティア活動に対し大きく二つ
の意見があげられた。一つ目はt活動前のイメージより活動内容が多忙であり、そ
して命を預かる内容の活動である為責任感が必要とされる事から、ボランティア活
動とは何か、ということを深く考えるようになったという気付きがある。二つ目は、
ボランティア活動で培った知識や経験はその後の人生においても大きな影響をもつ
という意見である。ボランティア活動が相互的に意義のある活動であるということ
が確かめられた。
6.進路選択の変化
表歩卜1をみると活動前の意見では、回答者が活動後に予定していた進路は多様
であった。また継続して国際協力活動を進路として予定する者は1名であった。し
かし活動後の回答をみると、国際協力活動に携わる者は2名となった。また海外で
の就職へと変化したものが2名おりその2人ともが継続して現地での平和村の支援
活動に参加を継続すると述べている。このことから、平和村の活動を経て国際問題
への興味・関心が高まり、その意識が活動後の進路においても継続している事が伺え
る。また活動前の選択肢としてはあげられていなかった進路である障害者支援に帰
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国後携わった者は3名おり、障害者問題や途上国支援を進路選択として新たに見出
す経験となったと思われる。そして、活動後の進路では平和村のボランティア活動
が終了しても、平和村の活動支援を継続していると全員が答えていることから、回
答者にとって、平和村におけるボランティア活動は国際協力の重要′性や意義を見出
す機会となり、国際問題への問題意識を高める経験であったと考える。
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第3章 ドイツ嘲 沐鯵帽動l&劫日したボランティアに対する
アンケート調査
1 方法
平和村において研修を終えた日本人に対し、平和村の日本人スタッフのためのメ
ーリングリス トを使用し、登録者約 150人に対し、アンヶ― 卜の協力願いを一括送
信した。そのうち回答の協力を得た30名に対しアンケー トを行った(質問内容は添
付資料参り 。分析はオープンコー ド法を使用し、大学院生2名の協力を得て行つた。
表1-1 研究1の質問項目
1,あなたの性別と研修(ボランティア)に行かれた時の前職、時期、期間、当時の年齢を
教えてください。(例2013年、1年間、当時27歳、男性、大学卒業後、など)
2.ドイツ国際平和本引こおいて、主に行つた研修内容は何ですか?
下記の①～⑥から(】こ記号をお答えください。
3, ドイツ国際平和村において研修(ボランティア)を行う以前にボランティア経験はありま
したか?①か②の()に○を入れてください。また、経験のある方はその内容(例;清
掃活動、イベントスタッフ、障害児口者の支援、など)と、期間(○回、○日間、Oヶ月間
など)を、経験のない方はその理由(例;忙しかつた、したいと思うものがなかつた、自
分にとってメリットを感じなかつた、など)を教えてください。
4.ドイツ国際平和本引こおいて研修生(ボランティア)を行うことを希望した動機(きつかけ)
や目的はイ可でしたか?
5.ドイツ国際平和村で研修が決まつた時の気持ちをお聞かせください。
また、不安や気がかりとなつたことは、どのようなことでしたか?
6.ドイツ国際平和村の研修(ボランティア)経験により、ご自身の物事の捉え方や考え方
にどのような変化を感じられましたか?
活動後の生活について、平和村で活動前→活動中→活動後に考えられたことに変
化がありましたら、①～⑤の項目の欄にご記入ください。また帰国後の進路やご予定
に変化がなかつた方は⑥にご記入下さい。
7.
8.ドイツ国際平和村の研修(ボランティア)終了後の経歴とその理由を、差し支えのない
範囲で教えてください。
9.ドイツ国際平和村の研修後、何かボランティア活動に参加されたり、個人的にボラン
ティア精神をもって活動をされていることなどはありますか?
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2 結果
アンケー トの質問項目は、平和村のボランティア活動前について記述する項目と、
活動後について記述する項目を設け、活動前後の心理的な変化や行動的変化を比較
し分析する目的で調査を行つた。そのため、[問3と問 91、[問5と問 61、[問7と問
8]を組み合わせて分析した。以下の結果の提示は、[問3と問91の分析結果につい
て、[問5と同6の分析結果について、[問7と問8]の分析結果を組み合わせた形で
表記する。
1.回答者の年齢、前職の内訳
間 1、間2を元にアンケー トに協力してくれた30人の基礎データを、年齢や前職
に分け、図31から図3-4に示している。
50代,1人
20千ヽ,24ノ、
図}1回答者の年齢分布
回答者30人のうち、24人が20代であり大半を占めている。
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また30代は4人、40代は1人、50代1人と年齢を追う毎に海外ボランティ
アとして平和村の活動に参加しているものが少なくなる傾向が示されている。
回答者30人の男女比率は、男性 3名、女性27名となつており、平和村の活動に参
カロするボランティアは女′性が多い傾向である。
図32に示すように回答者の半数が学生または大学卒業後すぐに平和村のボラン
ティア活動に参加している。また残りの会社員 7人、医療関係者4人、教育関係者
2人、調理師1名に関しては、平和村の活動に参加する為に、退職している。
20代の対象者が平和村のボランティアに参加する以前の経歴は図}3に示す。
20代の回答者は24人中9人が在学中に体学し活動に参加し、6人が大学卒業後す
ぐに、就職せず海外ボランティアに参力日したことが示されている。
NGO職員,1人
大学卒業,6人
n=30
図3-2 回答者の前職
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調理師,1人
教育関係,2人
医療関係,2人 在学,9人
大学卒業,6人
図33 20代の回答者の前職
回答者30人の前職については図卜4に示す。
20代の回答者の前職にある、在学中や大学卒業者はおらず回答者は全員に前職があ
り平和村の活動に参加する為に退職している。
また、40代の回答者 1名の前職は医療関係者、50代の回答者 1名は会社員であ
る。20代の前職にある、在学中や大学卒業者は、他の世代には見られない。
30代の回答者の前職
51
医療関係,1人
図 3-4
2.平和村のボランティア活動前後のボランティア経験について
平和村の活動に参加する以前に行つていたボランティア経験とその内容、また平
和村の活動後に行つているボランティア活動について質問した[問3と問91の分析
結果を、以下のデータにまとめた。
また、その他の2人に関しては、現在平和村においてボランティア中のため帰国
後の活動に関するデータには含まれず図26、図か7においてもその他と分類した。
③その他,2人
①経験あり
22人
n=30
図}5 活動前のボランティア経験
平和村の活動に参加する以前にボランティア経験のある者は全体の3分の1にあ
たる。ボランティア経験者がどのような活動に参加していたのかは表 卜2に示す。
分類方法は表 卜1に示す2013年度に総務省が実施した社会生活基本調査の「ボ
ランティア活動」の分類区分を参考に作成した。
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表3-1 「ボランティア活動」の分類区分 2013年 総務省
① 健康や医療サービスに関係した活動
② 高齢者を対象とした活動
③ 障害者を対象とした活動
④ 子供を対象とした活動
⑤ スポーツ・文化
⑥ 芸術・学術に関係した活動
⑦ まちづくりのための活動
③ 安全な生活のための活動
⑨ 自然や環境を守るための活動
⑩ 災害に関係した活動
① 国際協力に関係した活動
⑫ その他
表3-2 ボランティア経験者の活動内容
ボランティアの分類名 選択者数(人)
①健康や医療サー ビスに関係した活動 1
②高齢者を対象とした活動 4
③障害者を対象とした活動 8
④子供を対象とした活動 5
⑤スポー ツロ文化 1
⑥芸術・学術に関係した活動 1
⑦まちづくりのための活動 0
③安全な生活のための活動 0
⑨自然や環境を守るための活動 4
⑩災害に関係した活動 0
①国際協力に関係した活動
?
?
⑫その他 1
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表32より、平和村におけるボランティア活動前のボランティア内容は、③障害
者を対象とした活動が8人、①国際協力に関係した活動が7人、④子供を対象とし
た活動が5人、②高齢者を対象とした活動と⑨自然や環境を守るための活動が4人
の1頂であった。ボランティア経験ありと回答した22名のうち対人的ボランティア
活動を経験した者は全体の3分の2であった。
またボランティア経験がない者の理由としては、「仕事がにしかった」、「興味がな
かつた」、「興味はあったがきっかけがなかつた」であった。
③その他,2人
①取り組んで
いる,28メ、 n=30
図36 活動後のボランティア活動の有無
平和村のボランティア活動終了後の28人における、その後のボランティア活動
についてでは、以前ボランティア経験がなかった6名のうち、5名は帰国後にボラ
ンティア活動に取り組み、残りの1名は「帰国直後に回答しており、現在障害児支
援の仕事に就きながら今後の予定を建てている。海外ボランティアに興味を寄せて
54
いる」との回答であった。以前からボランティア経験かあった22名については、
その後何らかのボランティア活動に参加 している者が20名であつた。また活動を
していない2名の回答は、「現在は仕事力｀にしくボランティア活動に参力日できてい
ないが、今後再び海外ボランティアに赴く準備をしている」、「ボランティアという
形で行つていることはないが、仕事や日常で子供と接する時だけなく、家族や友人
に対しても平和村でボランティアをしていた時に 防佳かの役に立ちたい、どうした
ら相手に喜んでもらえるだろう』と考えながら接するようになった」という内容で
あった。
平和村のボランティア活動を終了した28人が、その後参加しているボランティ
ア活動の分類区分は表卜3に示す。
分類にあたっては、表卜1「ボランティア活動」の分類区分を参考にした。
表 3-3 活動後のボランティア活動の分類区分
ボランティアの分類名 選択者数
(人)
①健康や医療サービスに関係した活動 1
②高齢者を対象とした活動
1
③障害者を対象とした活動 ??
④子供を対象とした活動 0
⑤スポーツ・文化 0
⑥芸術・学術に関係した活動 0
⑦まちづくりのための活動 1
③安全な生活のための活動 0
⑨自然や環境を守るための活動 0
⑩災害に関係した活動
?
?
①国際協力に関係した活動 20
⑫その他 0
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3.平和村のボランティア活動による心理的変容
[問5と問6]の質問項目では、「平和村によるボランティア経験を経て、自身の捉
え方や考え方にどのような変化を実感しているか」という質問を行い、その結果を
カテゴリー 毎に分類した。
表34 活動後の心理的変化のカテゴリー 分類
心理的な変容のカテゴリー 項目 回答数
(ノ人、)
〈??
?
① 日常の生活に関する感覚の変化 7 23
② 生きるということの考え方の変化 10 33
③ 対人に対する感情の変化 5 17
④ ボランティア観の変化 9 30
⑤ 国際的な興味・関心の変化 14 47
⑥ 進路を見出した 7 23
⑦ こども観 4 13
活動後の心理的変化でもつとも回答数が多かったのは「⑤国際的な興味0関心の
変化」であつた。次に回答数が多かったのは、「②の生きるという考え方の変化」、
「④ボランティア観の変化」である。
①日常の生活に関する感覚の変化
o 平和村の活動は、命と向き合う時間が長かったので色んなことにあまり変に動じな
くなった
・ 物や資源を無駄にしない生活を以前よりも心がけるようになった
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・ 自分は贅沢な暮らしをしていると思うようになった。
・ 毎日お腹一杯食べられる今の生活はとても贅沢だと思う。
・ 働けば給料が貰え、屋根のある家に住むことができ、温かい布団がある生活を恵ま
れていると感じるようになった。
・ いくら安いからといって不当に労働させて、輸入したものとか買いたくないなど消
費に対する考え方が変わった
・ 以前よりも、興味を持つ事柄の幅が広がったと感 じる
・ 当時一緒に活動したボランティアは、日本人が多かったが、共同生活が貴重な体験
となった
・ 平和村という組織に関して、40年以上非営利で活動を続けられる運営上の要素に
興味を持つた
・ 平和村の正規職員の方々の労働条件、モチベーション、手当や処遇などに関して考
えるようになった。ドイツの労働環境は、順守される週40時間労働、就業時間が
来れば即座に帰宅、上司が部下に残業させない、プライベー トの時間は守るなどと
いう印象を持っていた。しかし平和村においては、それは通用せず、時に日本並み
の過酷な労働条件を強いられるということ、また本部と村間の労働環境の差が大き
いことに驚いた
・ 物事をはっきり言うドイツ人の影響を受けて、以前より職場で意見を口に出すよう
になった、上司とか部下とか関係なく対等に意見を言い合えるドイツみたいな職場
がいいと思う。
②生きるということの考え方の変化
・ 何が子供たちにとって、自分にとって幸せなのかを考えるようになった。
・ 自分が日本でぬるく生活することで、この子供たちの笑顔を消すようなこと、生活
を苦しめるようなことは絶対したくないなってばんやりとではなくはっきり強く
思うようになった
・ 子どもたちの生きようとする力、エネルギーに、圧倒された思いがある。本来人が
生きるとは、このような営みではないかと感じた
0 日本では、当たらず障らず、なんとなくスルスルと生きることが、賢いように言わ
れたりするが、生きるとは決してそんな安易なことではないと、子どもたちから改
めて学んだ気がする。帰国後の、私の生き方に大きく影響している
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子どもたちとの出会い、研修生仲間との出会い、ドイツ人職員との出会い、たくさ
んの出会いを経験したことで、人との出会いを大切に忘れないようにすること、ど
んな出会いも良い方向に導ける自分になりたいと思うようになった。
家族や友人、自分自身が健康で今まで生きている事は奇跡に近いこと。日々を大切
に過ごすようになった。
自分がこれからどこで何をして、そんなにつらく大変だと思つても、命ある限り、
平和村の子ども達、平和村行きを待っている子供たちのつらさに比べたら、きっと
何でもないことである。
平和村で出会った子供達に恥じないように生きていきたい。
本当にいろいろのことがあり、たくさんのことを感じ感じ考えましたが、一つはっ
きりと覚えているのは、帰国後子供たちのためにできることは何だろうと悶々と考
える中で、母国に帰った平和村の子ども達に会えることはもうないかもしれないけ
ど、もし会えたとしたら、「あなたたちにいろいろなことを教えてもらい、私は今
こんなことを頑張つているよ」と胸を張つて会える自分でいられるよういろんなこ
とを頑張ろうと思った。
たくさんのその有り難いことが寄せ集まって自分がつくられているのだなと思え
るようになって、私自身のことも大切にできるようになった。(少しずつではある
が。)
五体満足な健康な体に感謝し、これをどう使つていくか今まだ考え中。
スタッフや研修生と長期間一緒に働くことで、その人の考え方や生き方を学ぶこと
ができ、いままでほとんど学生としかかかわうてこなかった私にとつてとても刺激
的だった。
③対人に対する感情の変化
・ 平和村の経験により、人は自分自身の鏡だと感じるようになった。
・ 研修以前は、両親の私の教育の仕方に「なぜこのように育ててくれなかったのか」
と思うことが多々あったが、研修を受けて、大変な思いをしてここまで育ててくれ
たことを気づいた
・ 研修後、改めて両親に感謝の気持ちを伝えることができた。
・  「当たり前」なんで本当はどこにもないのだと′思いました。二本の脚 (足)で歩け
ること、ご飯があること、ごはんが「おいしい」と思えること、家族を思えること、
友達がいること、…すべてが当たり前なことではなく。有り難いことだとわかった
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④ボランティア感の変化
・  ドイツに来た子供たちのために日常の世話はとても大切なことだが、自分自身の生
活の基盤がない状態でのボランティアは一時的なボランティアでしかなく、まず自
分にスキルをつけてから私にできることをしようと思った。
・ ボランティアとは、自分の時間と「体」を使つてできる活動と狭い認識をしていた
けれど、様々な形態があることに気付いた。          ・
o 開始前は、「平和村や子供の未来のために奉仕する。」という構えた気持ちが多少あ
ったが、実際にボランティア活動をしてみると、「世話を必要としている子供達が
いるから、働く」それ以上でもそれ以下でもないという気持ちになつた。
・ ドイツではボランティアは特別なことではないためか、活動をする側も受ける側も
実に自然であると感じた。
・ ボランティアは特別なことではなく、友達や隣人を助けるような感覚で行われるベ
きだと思った。
・ 世の中には、様々な人が生きていて、できる人ができる範囲で奉仕することでより
よい社会を築くことができる。ただ、そのための啓発活動、教育活動はとても大切。
・ これからもずっと平和村とつながっていきたい。
・ ボランティア (研修)の前の年に、一週間の見学に行つたことが、大きな意味を持
った。その見学の時に、大きなショック (感情的に)を受けたこともあり、不安も
感じたが、実際の活動の時には、ある程度感情や情緒的捉え方から、理性的に整理
して対応できたと思っている。 (ボランティアをするときには、率直な感情と冷静
な理性が必要だと思っている)
・  「自分のこれまでの経験を活かして、誰かの力になれたら」という思いもあり参加
した平和村での研修だつたが、実際には子ども達から力をもらう事のほうが多かっ
た。はじめから何かを期待してボランティア活動に臨むことは「ボランティア」の
精神とは異なると思うが、活動に取り組む中で得られる思いがけない喜びもあるこ
とを知った
・ 帰国後、教員として勤めていた学校や近隣の学校で平和村の話をする機会を設けて
もらい、多くの子供たちに伝えた。担任を持ってからも、授業で話をする機会をつ
くつた。話を聞いた子供たちが将来、医者や看護師になり紛争地の子ども達に関わ
ることになるかもしれないし、そうでなくてもふとした時に思い出して募金などを
するかもしれないと考えたら、平和村や傷ついた子供たちに私ができることは教師
としてたくさんの子供たちに体験談を伝えることだと思った。
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⑤国際的な興味・関心の変化
・ 平和村の活動を通じてドイツヘ来る子供達のお世話を通して、日の前にある現実の
差を肌で感じることができ、良かったと思っている。
・ これまで、中東の問題、アフリカの問題などは遠い外国のことで、あまり現実感が
わかなかったが、それぞれの地域出身の子供たちと関わることで、より身近に感じ
るようになった。
・ 日本がいかに恵まれているかを感じ、途上国の子供に興味 0関心が強くなった。
・ 日本は平和で、日本人は平和ボケしていると思った。
・ 世界が近くなったdアフガニスタン、ウズベキスタン、グルジアなど、子供たちの
母国は、平和村で彼らに出会わなかったら変わらず、ニュースの中の国というイメ
ージだつたと思う。
・ 子ども達の母国に対する興味が広がった。
・ 紛争国の子ども達は自分たちが不幸だと思って生きていない。
・ そんなことを考えさせてくれた子供達だからこそ、大人のエゴで基本的な子供の権
利が得られていない状況をなんとかしなければとより強く思うようになった。
・ 紛争の被害やその苦しみは、紛争が起こっている時だけでなく、紛争があった期間
よりも長く続く。紛争の爪あとの深さに想像が及ぶようになった。
・ 様々な国の人と生活をともにし、世界は思ったほど大きくないのだと感じた
・ ドイツが思つたより過ごしやすかった (気候、食事、生活様式、地理等が合ってい
た)
・ ドイツ人のイメージが変わった。真面日で日本人に近い気質だと思つていたが、思
つたより適当で、頭が固かつた。
・ 先進国の浪費が途上国から食料や資源を奪っているから。途上国の人を実際に知っ
ているのと知らないのとでは、意識のレベルが変わると思う
0平和村の子ども達に出会ったことで、彼らの国やそこに絡む世界情勢に関心を持つ
た  ´
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⑥進路を見出した
活動を経て教員になったが、実際に日本の学校で教員になると(地域や学校の特色
もありますが)家庭環境に苦しむ子供があまりのも多くいることに気づきました。
その子供たちのためにも今後自分にできることを考えている
自分は日本人で身近な人にも虐待やいじめで困つている子供が多いのに、なぜ外国
の子供に目をむけているのだろうという気持ちもあつたので、教員になり問題を抱
えた日本の子供に関わりたいと思った。
・ 帰国後、子ども達の心のケアがしたいという、一つの目標ができました。
・ 自分の適性がどこにあるのかを改めて再確認することができ看護師として復帰し
た。
当時は学生の状態で、社会で働くという経験はアルバイトしかなかったが、平和村
で働くことにより、社会に出て働く意義ややりがいについて考えるようになった。
これから農業を学ぶ強い動機になった。
・ 彼らの病気。けがを矢口ることで、医療的な分野にも関心を持ったりもするようにな
つた。          1
⑦子どものイメー ジの変化
以前は日本の子ども達は心が豊かじゃないと言われていることを鵜呑みにしてい
ました。でもきつとそんなことないなって今は思つている
また、子供の様子に関しても、何に対しておもしろい・楽しい0うれしい・悲しい
の「何」の部分や、国や育った環境によって違う′点もたくさんあるかもしれないけ
れど「おもしろい。楽しい・うれしい・悲しい」時の心の動きは子供含めみんな一
緒だと感じた。
子どもの日常のお世話が担当だつたので。子供を養育すること大変さを知った。
子どもは、天使ではなく、正直である面残酷なこと、生きる力があること、わがま
まを言い、やんちゃをしてこそ、その場所を信頼しかれらの居場所となったことを
示すなどに気づいた。
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4.帰国後の進路について
平和村の活動に参加する以前に活動者が計画していた帰国後の進路と、活動中に
考えていた帰国後の進路と、実際に帰国後に選択した進路について[問7と問8]で
質問をした。その分析結果を以下の①から⑤のカテゴリー に分類した。尚、カテゴ
リー 名①から⑤に記載したAやBは、「教師になる」「医師になる」などある何らか
の仕事名があがつていることを意味する。
① 進路未定で渡独し、活動中に活動後の進路が決定し、その方向に進んでいる
② Aという進路を予定し渡独。帰国後もAの進路を継続中
③ Aという進路を予定し渡独。帰国後はAに進むが、Bへと進路が転向
④ Aという進路を予定し渡独。活動中に予定を変更し帰国後はBの進路へと進む
⑤ その他 :現在も平和村ボランティア継続中
16
14
12
10
8
6
4
2
0
人数 ③
カテゴリー 番号
図3-7 活動前後の進路選択の変化
図3-7に示した「①進路未定で渡独し、活動中に活動後の進路が決定し、その方
向に進んでいる」を選択した回答者が最も多く、15名であつた。①を選択した回答
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者の内容は表卜■1に示す。次に 吃Xという進路を予定し渡独。帰国後もAの進
路を継続中」と答えた回答者と にXという進路を予定し渡独。活動中に予定を変
更し帰国後はBの進路へと進む」を選択した回答者はそれぞれ5名であった。回答
者の内容は表342と表卜■3に示す。
また、(Xという進路を予定し渡独。帰国後はAに進むが、Bへと進路が転向」
を選択した回答者は2名であつた。回答者の内容は表344に示九
表341 ①を選択した回答者の内容?? ① 進路未定で渡独し、活動中に活動後の進路が決定し、その方向に進んでいる。
2 漠然とした状態から活動中に選択肢をしばる。帰国後は途上国支援をしている
3
大学卒業後、平和村の職員を経て、日本の平和村支援団体であるペイフォワードに勤務した
後、医療SW・施設相談員・児童養育事業志している
4
進路未定の状態で活動に参加し、活動半ばに子ども関係や医療関係に興味を抱き始める。帰
国前は医療関係に興味を抱く。帰国後は教育に興味を抱くが、老人介護を経てアウトドア関
係に就職し、平和村の公演会などを継続している
?
?
進路未定の状態で活動に参加し、活動半ばに帰国後も平和村支援に携わることを決め、市民
活動団体を設立し平和村の活動について広報活動を行つている
10 進路が漠然とした状態から活動を経て、進学し、傍ら平和村職員として活動をしている
12
進路未定の状態で活動に参加し、活動中にドイツで働きたい仕事(企業)を見つけ内定をもら
つ
13
進路を迷いながら活動に参加し、帰国後は教員になるがその後は平和村の職員として働いて
いる
?
?
漠然と就職を進路予定として活動に参加する。帰国後は企業への魅力を感じなくなり、障害
児 口者支援の職に就く
18
漠然と就職を進路予定とし活動に参加した。活動中に進路が明確となり帰国後は平和村職員
になる
19
ボランティア後もドイツにて登録ボランティアとして活動している。本職は翻訳と通訳をし
ている
20
漠然と就職活動を進路予定とし活動に参加する。活動中に農業と障害者支援に携わることを
決め、勉強している
21
漠然と就職を進路予定とし活動に参加する。活動中に子ども達の栄養失調の状態をみて栄養
士を志ざし、働いている
23 漠然と就職を進路予定とし活動に参加する。活動から教師を目指し、教員となる
25
漠然と就職を進路予定し活動に参加する。活動中に帰国後も平和村と関わる活動を希望し、
平和村の講演活動とトリマーの仕事をしている｀
?
?
?
? 進路未定で活動に参加する。平和村の活動を経て、金融や運輸の会社に勤める
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表卜牛2 ②を選択した回答者の内容
?? ② Aという進路を予定し渡独。帰国後もAの進路を継続中
?
? 国際協力分里予への関心をもち活動に参加する。帰国後、ジャイカにて勤務
15 国際機関を進路予定とし活動に参加する。帰国後も国際機関への就職を目指し活動している
16
ある職種への就職を進路予定とし活動に参加する。ボランティア経験によりその職種への就
職に自身を得て、予定通り就職している
22 活動により看護士となつた原点を再確認することができ、 ドイツで看護士を続けている
28 教員を志ざし活動に参加する。活動に教員になることを再決意し働く
表343 ③を選択した回答者の内容?? ③ Aという進路を予定し渡独。帰国後はAに進むが、Bへと進路が転向
5
仕事とボランティアの経験は結びつかず、前職種に戻り、傍ら平和村の支援を続ける。しか
し、その後再渡独し平和村職員となる
6
ドイツで暮らしたいことと、希望の職種であつたドイツの旅行会社に就職する。しかし、そ
の後退職しドイツにて進学をする。また平和村のボランティアを時々行つている6
表3-ケ4 ④を選択した回答者の内容??④ Aという進路を予定し渡独。活動中に予定を変更して帰国後はBの進路へと進む
国際協力活動を進路予定としていたが帰国後は事務職に就き、東日本大震災の復興支援と平
和村への寄付
14
就職活動を進路予定として活動に参加し、活動中に医療関係へと進路を変更し、医療関係者とし
て国際協力活動を進路予定としている
24 医療関係の仕事をしながら、活動を受け臨床心理士としてこどもの心のケアを希望している
26 番組制作の仕事を進路予定とするが帰国後は販売の就職をしながら進路を検討中である
30 平和村で働くことを進路予定とし活動に参加、活動を受け障害児支援や教員となる。
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3 考察
1.活動前の前職について
図3-2に示した回答者の前職では、うち9名が大学等に在学しており、休学して
参加している。また、大学卒業者も6名参加している。表3-5と図3-8に示すよう
に、2008年度より若年層の就職率が大幅に低迷する中、2008年以降に活動に参加
した者は30人中20名おり、そのうち5名は大学卒業後すぐに活動に参加している。
残りの25名は会社を退職し、活動に参力日している。図3-2が示すように会社員や
医療関係者、教育関係者など正社員としての職に就いていた者は全体の半数おり、
安定した生活から仕事をやめて無償の海外ボランティアに参加することには、帰国
後の生活に対する不安が生じるものと考えられるが、それでも活動に参加すること
を決意するだけの魅力をこの活動に見出し、強い思いをもつて活動に参加したと伺
える。
表3-5回答者の参加年別表
2000生F 2
2001年 1
2002年 1
2003生F 0
2004年 0
2005生F 2
2006生F 1
2007生F 2
2008年 1
2009生F 7
2010年 4
2011年 4
2012年 3
2013年 2
15～24歳の就業率及び非労働力人口の害1合
(各年4～6月期平均)
[%]
60.0
55.0
50.0
45.0
40.0
35.0
30.0
平成 13年
12年
14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年
図 3‐8 総務省国勢調査平成22年度
若銅詈の労働状態の推移 1∂
5■25■Sノ
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2.活動前後のボランティア活動への参加状況の変化
図35の活動前のボランティア活動では、ボランティア経験者が28人中22人と
大半の回答者はボランティア経験がある。そのことから、元々ボランティアに対す
る興味・関心の高い者が多かったと思われる。また表32に示されるようにボラン
ティア活動の内容は多様であるが、傾向として障害者支援や国際協力活動、子ども
を対象とした支援など、平和村の活動分野と関係のある分野でのボランティア活動
が多い。表3-2と表}5の活動前後のボランティア活動の参加状況の変化をみると、
活動前に多かった障害者支援に参加する者が減り、子どもを対象とした活動に参加
している者はなかつた。それに比べ活動後、際立って増力日したボランティア活動が
①の国際協力に関係した活動である。28人の帰国者のうち20名が何らかの形で国
際協力に関係した活動に取り組んでいる。このことから、平和村のボランティア活
動の経験が国際協力活動への継続的な興味0関心を抱く要因になった事が伺える。
また、図3-3でボランティア経験のなかった6名のうち5名がボランティア活動に
参加するようになったという変化を示している。また残りの1名においても障害児
支援の仕事に就きながら海外ボランティア活動への興味を高めている事から、平和
村の活動を経験した事で、ボランティア活動への積極的な参力日の姿勢が見受けられ
る変化が示された。
3。 活動後の心理的変化
活動後の心理的変化で最も回答数が多かったことから、平和村のボランティア活
動に参加することで国際協力活動への参カロ意欲が高まり、考察2の活動前後のボラ
ンティア活動への参加状況の変化の結果に結びついていると考えられる。
次に回答数が多かった②生きるということの考え方の変化では、「日本の恵まれた
環境では気付かなかったが、子ども達の生きるということに対する命がけの姿勢か
ら、自分や家族など大切な人達を大切にできる生き方をしよう」という考え方に至
った者が多かった。そして次に「活動前は当たり前の幸せであり当たり前のことで
あったが、生きていることや健康であることに感謝する気持ちが芽生えた」と述ベ
ている者が多かった。生まれた時から紛争や貧困の中で育ち、深刻な怪我や病気を
抱えながらも生きる為に明るく、その日その一時を精一杯生きる子ども達の姿勢は、
日本で育った活動者達には経験した事がない人生であり、自身の今後の生き方を変
える程の衝撃を受けた活動となったことがと伺える。
次に回答者が多かった④のボランティア観の変化では、日本のボランティア活動
のイメージと海外におけるボランティア活動に違いを感じた事や、文化の違う国に
おいて初対面の人間達が限られた食料を分け合い共同生活をしながらボランティア
として働く活動期間で、ボランティア活動に参加したことの活動意義を新たに見出
す機会となったと思われる。その結果、活動者にとって「ボランティアとは何か」
を考え、捉え直す機会となったことが伺える。そしてその結果、帰国後の生活にお
いても、「自分に出来る事は何か」と自然に考えるように変容したと考えられる。
4.進路選択の変化
回答者の「活動前後の進路選択の変化」をみると図卜7に示すように「①進路未
定で活動に参カロし、活動中に活動後の進路が決定し、その方向に進んでいる」を選
択した者が最も多く、回答者の半分を占めた。このことから、①の傾向がある人は
国際協力活動に参加したことによつて、その後の進路決定に最も大きな変化を示す
ということが明ら力ヽこなつた。平和村のボランティア活動において様々な経験を積
む中で、葛藤し、自己理解を深めていき、今後の生き方を明確にする機会となった
と考える。
また、図3-乍1に示した15名のうち、平和村ボランティア活動後、仕事として
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国際協力活動を行つている者は5名、障害者支援の仕事に就いた者は4名、教員と
なった者は2名であった。活動により自分自身の内面に生じた各分野への問題意識
の高まりから、その分野で働き自ら取り組むという結果に至ったことが推察される。
次に②の「Aという進路を予定し渡独。帰国後もAの進路を継続中」と回答した
5名は(3人が国際協力分野での職に就き、2名が専門職への復職を果たしている。
このことから、②の傾向がある者は、平和村のボランティア以前より国際協力の分
野に対する活動参加の意欲が高く活動してきた者または、専門職従事者は、平和村
のボランティア活動に参加することによつて、前職の活動への意義や、やりがいを
再認識する機会となったと考える。そして、②と同数の回答者であった④の「Aと
いう進路を予定し渡独。活動中に予定を変更し帰国後はBの進路へと進む」と回答
した者5名のうち1名は帰国後の期間も短く再就職を検討中である。残りの4名は、
それぞれ子どもの心のケア、東日本大震災の復興支援、国際協力活動、障害児支援
の仕事に就いている。このことから、④に該当する者は(平和村で携わった活動内
容に対し、今後ボランティアではなく仕事として、専門的に取り組んでいこうと感
じる新たなやりがいや意義を自身に見出している。平和村のボランティア活動に参
カロすることで、活動前に予定していた進路から新たな「支援者」としての職種へ展
望を広げる機会となったと考えられる。
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第4章総合考察
一国際協力活動に参加するボランティアの自己変咎
1.ボランティア活動に参加したことによる国際意識の変容
近年、国際協力活動が盛んとなつていることを第1章でも述べた。そしてその利
益は支援を受ける国に限るものでなく、社会全体やその活動者自身にとつても価値
のある活動であると言われている。その中でも、国際協力活動に参加した者に見出
される価値について今回の研究は焦′点をあて調査を行つた。
今回、調査の対象とした平和村のボランティアでは、紛争国や貧困国の子ども達
の中でも治療により助かる見込みのある子どもを、先進国の医療技術によって1鏃
し再び現地の家族の元に帰すという活動をする団体において、子ども達の治療期間
に施設に滞在する者の日常生活を世話するという内容であった。
平和村に来る子ども達はそれぞれの文化や宗教をもつ。多国籍・多文化の子ども
が言語の通じない状態で同じ住居において生活する事になっており、そういつた子
ども達の文化観の保障に対する配慮も必要とされる活動内容である。
また、当然であるが子ども達は現地では治療の見込みがない者が平和村に来てい
ることから、子ども達の病気やlXi我の重症度は高い。そうした子ども達の体調管理
が必要とされ、時として生命の危機が生じる可育旨性もあるため、ボランティアであ
るとしても子ども達の状態の変化に注意をはらいながら支援にあたることが求めら
れた。
また、研究1のインタビュー調査と研究2のアンケー ト調査によると、回答者は
ボランティア活動中の出会いや経験から、これまで自分が生まれ育った環境と、平
和村に来る子ども達の住む環境があまりに違うことを実感したことで様々な葛藤の
時期が生じた事が見受けられる。子ども達の明るく活発な様子の背景に広がる問題
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の深刻さを身近で感じる機会は、安全で豊かな暮らしが保障される環境で育ったボ
ランティア達にとつて大きな衝撃を受ける経験であったと推察できる。
そして、子ども達との出会いや別れを繰り返す一年間の間に、ボランティア達は、
子ども達は何故ひどしV怪我を負つているのか、どうして同じような奇形の状態の子
どもが同じ地域から多く平和村に来ているのか、また家族と離れ言葉の通じない土
地に一人で来なければ治療を受けることが出来ない人達がいることなど、多くの気
付きを得て国際問題への問題意識を高めている。
また、子ども達は平和村に来た時に初めて他国の環境や他文化を体験する。そう
した子ども達と出会い、間近で成長を見守り、時に苦難を共にし、別れを繰り返す。
その一年間の間に、平和とは何か、幸せとは何か、自分に出来ることは何か考える
中で、今後の自分の人生において、就職やボランティア活動など自身にあったスタ
イルにより、国際協力活動への参加を継続していく意義を見出したこと明らかとな
った。
2.活動者のボランティア観の変容
第2章の研究結果からは、平和村の活動に参加する前後におけるボランティア活
動への意識は大きく変容したことが見受けられた。
日本におけるボランティアの意識は、「自発的な意志に基づき他人や社会に貢献す
る行為」を指す7)と国が示すようにボランティアの自主性が尊重されている。参カロ
者のボランティア活動は意欲次第で充実度が変化する。また、ボランティアはあく
まで活動の補助的役割を担う存在である。それは活動前の回答者のボランティアに
対するイメージからも見受けられる。しかし、平和村におけるボランティアは上記
でも述べたように職員同様に子ども達への配慮が求められる。またボランティアに
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は職員同様に自身の仕事に責任感をもつて役割を果たすことが求められる。それに
より、平和村側が求めるボランティアに対する活動内容と、参加者が日本でイメー
ジしていたボランティアの活動内容には相違がみられた。参加者は活動を継続する
中で、ボランティア活動とは何か、また自身のボランティア活動に参加する意義と
は何か見つめ直す機会となつた。自己と向き合い、自分自身がこれまで当たり前と
考えていた価値観や生活スタイルから、 ドイツ人のボランティアに対する考え方や
平和村の子ども達が暮らす母国の状況を知る中で、活動に参加することへの責任感
を自覚し、一人の大人として、平和村の一職員として自分の役割を果たすことにや
りがいを見出している。また、この活動を通して、日本では経験し得なかつた日々
を過ごすことができたことや、また自己の成長にとって大変貴重な機会を得ること
ができたという結果からも、平和村におけるボランティア活動の重要隆を感じると
共に、活動者自身にとつても有意義な活動であるという気付きを得ている。このこ
とから、平和村の活動を継続的に行うことにより、活動によって自身の成長を実感
し、活動に参加することの意義を自分自身の利益として見出しているというボラン
テ才ア像の変容が見受けられた。
3.活動後の進路選択
柴田(20041による学生のボランティア活動における学びに関する研究では、国際
協力や平和、人権分野における活動が、「企画・調整能力」「キャリアビジョン」「問
題解決能力」といつた学生自身の将来設計の描きに影響を与えるような技術や技能、
思考を得ることにつながることを示唆している。また、国際協力や平和、人権分野
への関心は、必ずしも海外フィール ドでの活動を意味するものではなく、国内の身
近な地域の「内なる国際化」や識字といつた暮らしに根ざした問題と結びつきやす
いという調査結果を示している16)。
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本研究では、活動後の心理的変化の項目に関する結果から、柴田の研究で示され
た国際協力や平和、人権分野への関心が暮らしに根ざした問題と結びつきやすいと
いう調査結果と同様の変化を示した。また、インタビュー調査では社会人2名、大
学卒業後すぐに参加した者2名、在学中の参加者 1名を対象とし、アンケー ト調査
では社会人と大学卒業後すぐの参加者・在学者を半数ずつ対象者とした。柴田の論
文では学生を対象とし結果を示しているが、今回の調査により、学生に限らず社会
人においてもボランティア活動に参加することにより、進路選択に影響を与える気
付きや視野の広がりを見出す活動であること、そして活動後の生き方に大きな影響
を与えることが示された。
また、第2章の調査研究とその分析結果より、ボランティアの進路選択に関する
変化は、平和村のボランティア活動に参加したことによって、回答者の進路選択が
活動前に予定した進路から別の進路を選択するという変化が示された。特徴的に、
帰国後の進路として選択される分野は国際協力活動に携わる仕事、障害者支援に携
わる仕事が最も多かった。このことから、平和村の活動分野である国際協力活動に
携わることへの意義を見出す経験を得た回答者や、重度の怪我や慢性疾患を患って
いる子ども達との関わりから障害者問題に対する関心が高まり活動後の進路選択に
おいて自身の仕事として専門的に携わることへの魅力を感じさせる経験であったこ
とが伺える。
また、今回の調査で示された活動後の心理的変化の結果をみると、国際的な興味 0
関心が高まらたことは活動後の進路選択でも述べた。更に、次に回答数が多かった
「生きるということへの考え方の変化」に関する回答者の意見では、「幸せとは何か
考えるようになった」、「生きるとは何か子ども達から学び、帰国後の自分の生き方
に影響している」、「家族や自分の健康に感謝し、日々を大切に過ごすようになった」
などがあげられている。そして、「日常生活に関する感覚の変化」に関する回答者の
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意見では、「無駄遣いをしない生活を以前より心がけるようになった」、「活動前には
当たり前であった日常に対し、恵まれていると感じると感じるようになった」、「毎
日の生活がとても贅沢に思える」などがあげられている。平和村の活動は、国際協
力活動の一躍を担う存在であり、非常に重要な役害Jを果たしている。またその一方
で、平和村の活動に参加したボランティア達にとって、実際に自分の日で世界の現
状を見つめ、紛争や貧困の問題について触れ、自分自身も関わるべき重要な問題で
あるという意識が強く根付いたことがこのボランティア活動の最大の意義である。
そして、活動後の人生において、平和村で培った経験を生活の様々な場面で活かし、
公演会等を通して、世界の子ども達の現状や自身が平和村で出会った子ども達との
出会い 0経験を社会に向けて発信していくことが、国際協力活動における社会への
還元であり、平和に向けた取り組みとしての礎となるのではないかと考える。
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